
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

六
四
　
（
八
四
六
）

研

究第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
け
る
産
業
循
環
の
法
則
と

各
局
面
の
形
態
に
つ
い
て

田
　
　
中

宏
　
道

第
一
節
問
題
の
所
在

　
第
二
次
大
戦
後
の
産
業
循
環
に
つ
い
て
の
論
争
は
大
き
く
三
つ
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

期
に
分
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
の
時
期
は
一
九
五
四
年
頃
ま
で
の

時
期
で
、
古
典
的
た
産
業
循
環
の
彩
態
そ
の
ま
ま
で
戦
後
の
循
環
を
お

し
は
か
り
、
古
典
的
た
形
態
で
の
恐
慌
到
来
を
予
測
し
て
い
た
時
期
で

あ
る
。
第
二
の
時
期
は
一
九
五
五
年
以
降
六
三
年
頃
ま
で
の
時
期
で
、

こ
の
時
期
に
．
は
国
家
独
占
資
本
主
義
（
以
下
国
独
資
と
略
す
）
が
恐
慌
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぽ
す
か
が
議
論
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
。

第
三
の
時
期
は
六
〇
年
代
半
ぱ
以
後
今
目
に
到
る
ま
で
で
あ
る
が
、
こ

の
時
期
に
は
ド
ル
危
機
の
進
行
と
と
も
に
帝
国
主
義
の
世
界
支
配
体
制

と
の
関
連
で
恐
慌
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
っ
の
時
期
区
分
の
境
目
に
は
、
い
ず
れ
を
み
て
も

産
業
循
環
の
繁
栄
局
面
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
第
一
期
、
第
二
期
の
議

論
が
い
ず
れ
も
繁
栄
期
の
到
来
を
予
測
し
て
い
た
い
点
は
特
に
私
の
注

意
を
ひ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
論
争
は
循
環
の
活
況
局
面
に
相

当
す
る
時
期
に
行
わ
れ
て
い
て
、
し
か
も
そ
の
時
々
の
局
面
を
恐
慌
の

直
前
の
局
面
、
つ
ま
り
繁
栄
局
面
と
判
断
し
て
誤
っ
た
結
論
を
ひ
ぎ
だ

し
て
い
た
。
例
え
ぱ
五
四
年
当
時
の
ク
ロ
ソ
ロ
ー
ド
の
恐
慌
到
来
の
予

（
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

測
、
さ
ら
に
は
六
二
年
頃
の
小
椋
広
勝
氏
の
予
測
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
失
敗
の
原
因
は
循
環
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
法
則
的

認
識
が
不
正
確
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
も
現
在
で
も
戦
後
の
循



環
に
っ
い
て
は
周
期
短
縮
説
と
十
年
周
期
説
と
が
対
立
し
た
ま
ま
で
あ
　
　
の
生
産
低
下
時
に
み
ら
れ
る
共
通
項
の
み
を
引
き
だ
し
て
、
全
て
の
生

り
、
両
者
の
主
張
の
根
拠
も
す
れ
ち
が
っ
た
ま
ま
十
分
に
１
か
み
あ
っ
て
　
　
産
低
下
を
循
環
性
恐
慌
と
い
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
際
、
こ
れ

い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
の
生
産
低
下
の
異
質
点
は
見
す
ご
さ
れ
て
い
る
し
、
さ
ら
に
重
要
な

　
そ
こ
で
周
期
短
縮
説
と
十
年
周
期
説
の
問
題
点
に
簡
単
に
ふ
れ
て
み
　
　
の
は
そ
の
前
後
の
時
期
を
循
環
の
ど
の
局
面
と
判
断
す
る
か
に
っ
い
て

よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
答
え
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
循
環
局
面
の
ち
が
い
を
は
っ
き

　
周
期
短
縮
説
に
１
っ
い
て
は
古
く
は
ヴ
ァ
ル
ガ
の
主
張
が
あ
る
が
、
新
　
　
り
さ
せ
な
い
か
ぎ
り
現
在
の
循
環
の
複
雑
さ
は
解
げ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

し
い
例
と
し
て
ポ
ヵ
タ
ェ
フ
の
説
明
を
と
り
あ
げ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
対
し
て
十
年
周
期
説
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

彼
牢
現
在
で
は
固
定
資
本
の
更
新
と
拡
志
個
・
の
部
門
で
は
　
林
直
道
氏
は
米
国
で
の
固
定
資
本
の
耐
用
年
数
を
調
守
、
、
平
均

集
中
的
に
行
わ
れ
る
も
の
の
、
杜
会
全
体
と
し
て
は
恒
常
的
性
格
を
も
　
　
八
～
十
年
と
い
う
結
論
か
ら
十
年
周
期
の
循
環
を
主
張
す
る
。
林
氏
は

つ
よ
う
に
な
り
・
循
環
運
動
の
固
定
資
本
更
新
へ
の
依
存
性
は
弱
ま
っ
　
　
固
定
資
本
の
回
転
循
環
の
期
問
が
繁
栄
期
か
ら
繁
栄
期
の
長
さ
を
規
定

た
と
い
う
。
そ
し
て
現
在
で
は
、
循
環
を
形
成
す
る
要
因
は
蓄
積
と
消
　
　
し
、
そ
の
直
後
の
設
備
投
資
の
劇
的
た
大
幅
減
退
が
周
期
的
恐
慌
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

費
の
関
係
、
生
産
手
段
生
産
と
消
費
資
料
生
産
と
の
関
係
で
あ
り
、
一
　
　
る
と
い
う
。

九
四
八
・
九
年
、
五
三
・
四
年
、
五
七
・
八
年
、
六
〇
・
一
年
、
六
九
　
　
　
こ
の
十
年
周
期
説
は
次
の
よ
う
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。

・
七
〇
年
の
恐
慌
に
は
資
本
形
成
要
因
の
破
壊
と
、
蓄
積
と
消
費
と
の
　
　
　
第
一
に
、
十
年
周
期
説
の
唯
一
の
根
拠
は
固
定
資
本
の
耐
用
年
数
で

問
、
生
産
手
段
生
産
と
消
費
資
料
生
産
の
問
の
比
率
の
均
衡
化
と
い
う
　
　
あ
る
。
し
か
し
こ
の
耐
用
年
数
は
一
方
で
は
産
業
循
環
を
規
定
す
る
が

共
通
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
恐
慌
は
循
環
性
恐
　
　
他
方
で
は
逆
に
産
業
循
環
に
１
よ
っ
て
も
規
定
さ
れ
る
。
現
に
目
本
や
西

慌
で
あ
る
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欧
諸
国
で
は
耐
久
消
費
財
産
業
や
化
学
工
業
等
の
新
し
い
産
業
部
門
が

　
し
か
し
こ
の
ポ
ヵ
タ
ユ
フ
の
議
論
は
結
局
は
循
環
の
物
質
的
基
礎
と
　
　
続
々
と
誕
生
し
、
ま
た
そ
れ
を
支
え
る
国
家
の
成
長
政
策
が
と
ら
れ
て

し
て
の
固
定
資
本
の
回
転
循
環
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
り
、
い
く
っ
か
　
　
き
た
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
ち
が
い
は
こ
れ
ら
の
国
々
で
固
定
資
本
の

　
　
　
　
策
二
次
大
戦
後
の
米
因
に
お
け
る
産
業
術
環
の
法
則
と
各
局
面
の
形
態
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
六
五
　
（
八
四
七
）

、



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
館
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

運
動
に
ど
の
よ
う
た
ち
が
い
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

日
本
の
一
九
六
五
年
と
七
一
年
の
恐
慌
的
生
産
低
下
を
両
方
と
も
周
期

的
恐
慌
と
み
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
は
周
期
は
明
ら
か
に
短
縮

し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
問
に
答
え
る
た
め
に
は
、
米
国
の
場
合

と
い
え
ど
も
固
定
資
本
の
更
新
及
び
拡
張
に
っ
い
て
、
ど
の
時
期
に
１
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か
の
具
体
的
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
ポ
カ
タ
エ
フ
の
固
定
資
本
投
資
均
等
化
の
主
張
の
正
否
も
は
っ
き

り
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
固
定
資
本
の
運
動
を
ひ
き
お
こ
す
競
争
の
諸

条
件
（
市
場
の
動
向
、
利
潤
率
等
）
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
；
冒
で
言
え
ぱ
、
産
業
循
環
の
局
面
移
行
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
局
面
の
移
行
に
つ
い
て
は
今

ま
で
あ
ま
り
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
裏
を
か
え
せ
ぱ
循
環
彩

態
の
複
雑
さ
ゆ
え
に
避
け
て
き
た
と
も
い
え
る
。
こ
の
点
は
周
期
短
縮

説
、
十
年
周
期
説
と
も
に
共
通
し
た
あ
い
ま
い
さ
が
残
っ
て
お
り
、
こ

こ
に
解
明
し
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。

　
ヴ
ァ
ル
ガ
に
し
ろ
、
メ
ソ
シ
コ
フ
に
し
ろ
恐
慌
後
の
比
較
的
急
速
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

回
復
と
い
う
事
態
に
対
し
て
は
不
況
局
面
の
短
縮
を
語
る
。
ま
た
ダ
ー

リ
ソ
は
四
つ
の
循
環
局
面
の
存
在
を
主
張
す
る
た
め
に
、
生
産
が
前
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
（
八
四
八
）

循
環
の
最
高
点
に
達
す
る
ま
で
の
時
期
は
ど
ん
な
に
短
く
て
も
不
況
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

活
況
の
局
面
で
あ
る
と
し
て
つ
じ
つ
ま
を
合
せ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の

よ
う
な
せ
い
ぜ
い
一
年
ぐ
ら
い
の
短
い
時
期
に
対
し
て
不
況
か
ら
活
況

と
名
前
を
つ
げ
か
え
て
み
て
も
ま
っ
た
く
無
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
局
面
が
も
つ
競
争
の
諸
条
件
の
ち
が
い
と
い
っ
た
も
の
は
語
り
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
生
産
高
の
変
化
だ
け
か
ら
す
る
局
面
区
分
の
無

カ
さ
と
い
う
も
の
が
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
。

　
ダ
ー
リ
ソ
が
言
う
よ
う
に
、
古
典
的
な
四
つ
の
循
環
局
面
が
今
も
や

は
り
存
在
す
る
の
か
。
存
在
す
る
と
す
れ
ぱ
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
の
内
容

的
な
ち
が
い
は
何
か
、
ま
た
そ
の
現
代
的
形
態
の
特
徴
は
何
か
。
こ
れ

ら
の
問
題
に
答
え
る
こ
と
が
不
規
則
に
た
び
た
び
生
じ
る
景
気
後
退
の

性
格
を
説
明
す
る
た
め
に
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
節
以
下
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
答
え
る
た
め
に
、
、
循
環
の
概
略
、

循
環
局
面
交
替
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
各
局
面
の
現
代
的
特
徴
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
こ
の
よ
う
た
具
体
的
な
循
環
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
検
討
こ
そ
が
、

戦
後
の
循
環
に
つ
い
て
論
点
の
か
み
あ
っ
た
、
実
り
多
い
議
論
の
た
め

に
必
要
で
は
た
い
だ
ろ
う
か
。

　
（
１
）
川
鍋
正
敏
「
『
戦
後
恐
慌
』
の
新
し
い
視
角
」
、
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一

　
　
九
七
三
年
十
一
月
十
七
日
臨
時
増
刊
号
参
照
。



（
２
）
　
ク
ロ
ソ
ロ
ー
ド
「
軍
事
経
済
下
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
経
済
恐
慌
の

　
特
殊
性
」
、
『
経
済
評
論
』
一
九
五
四
年
五
月
号
。

（
３
）
　
小
椋
広
勝
「
世
界
景
気
の
現
局
面
」
、
『
世
界
経
済
評
論
』
一
九
六
二

　
年
九
月
号
、
六
～
九
ぺ
－
ジ
。

（
４
）
ポ
タ
カ
ニ
フ
「
ア
メ
リ
カ
に
お
げ
る
戦
後
循
環
と
恐
慌
」
、
ソ
連
科
学

　
ア
カ
デ
、
、
・
－
．
世
界
経
済
と
国
際
関
係
研
究
所
『
世
界
経
済
と
国
際
関

　
係
』
第
二
一
二
集
、
一
二
一
二
～
一
二
九
べ
ー
ジ
。

（
５
）
林
直
遣
『
国
際
通
貨
危
機
と
世
界
恐
慌
』
、
一
九
七
二
年
、
大
月
書
店
、

　
九
九
べ
－
ジ
。

（
６
）
　
同
右
、
九
八
～
一
〇
〇
ぺ
－
ジ
。

（
７
）
ヴ
ア
ル
ガ
『
資
本
主
義
経
済
学
の
諸
間
題
ｈ
村
田
陽
一
・
堀
江
正
規

　
訳
、
一
九
六
六
年
、
岩
波
書
店
、
二
七
〇
～
二
七
六
べ
ー
ジ
。

　
　
メ
ソ
シ
コ
フ
他
『
現
代
独
占
資
木
主
義
の
政
治
経
済
学
（
上
）
』
、
国
際

　
関
係
研
究
所
訳
、
一
九
七
二
年
、
四
〇
六
～
四
〇
七
べ
ー
ジ
。

（
８
）
　
「
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
ー
現
代
資
本
主
義
循
環
の
特
殊
性
」
に
お
げ
る

　
ダ
ー
リ
ソ
の
発
言
。
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
世
界
経
済
と
国
際
関
係
研

　
究
所
『
世
界
経
済
と
国
際
関
係
』
第
二
三
築
、
一
〇
三
ぺ
－
ジ
。

）
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０
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５
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２
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Ｆ
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２

２
９

７
１

９
６

６
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９
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Ｏ
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４

３
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４
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８
９
０
１
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４
９
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４

５

５

５

５

一
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６
７
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５

５

５

５

５
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黒
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１
Ｔ
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服
Ｓ
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９
６
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皿
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年
、
七
〇
年
に
生
産
低
下
が
み
ら
れ
、
六
一
年
と
六
七
年
に
停
滞
が
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
る
。
こ
の
四
っ
の
大
き
な
生
産
低
下
は
そ
の
大
き
さ
は
ほ
と
ん
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
じ
で
あ
り
、
ど
れ
が
循
環
性
の
過
剰
生
産
恐
慌
で
あ
る
か
は
判
断
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た
い
。
そ
こ
で
そ
の
前
後
の
変
化
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
第
二
節
循
環
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
循
環
性
過
剰
生
産
恐
慌
は
古
典
的
な
形
態
か
ら
類
推
す
れ
ぱ
、
そ
の

　
　
　
　
一
、
生
産
高
の
変
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
に
急
激
な
生
産
増
大
の
時
期
、
後
に
生
産
停
滞
の
時
期
を
も
っ
は
ず

　
表
１
は
製
造
業
の
付
加
価
値
額
と
そ
の
伸
び
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
　
　
で
あ
る
。
表
１
か
ら
繁
栄
－
恐
慌
－
不
況
と
い
う
パ
タ
ー
ソ
を
読
み
と

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
戦
後
の
米
国
で
は
一
九
四
九
年
、
五
四
年
、
五
八
　
　
れ
る
か
、
こ
れ
が
当
面
の
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
け
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
彩
態
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
六
七
　
（
八
四
九
）

‘



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
四
つ
の
生
産
低
下
の
前
に
は
い
ず
れ
も
急
激
た
生
産
増
大
の
時
期
が

み
ら
れ
、
こ
れ
は
繁
栄
局
面
の
よ
う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
四

つ
の
時
期
の
後
に
は
不
況
の
姿
は
み
ら
れ
た
い
。
四
九
年
と
五
四
年
の

後
に
は
む
し
ろ
繁
栄
局
面
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
の
ブ
ー
ム
が
み
ら
れ
る
。

た
だ
五
八
年
の
後
は
急
速
に
回
復
し
た
後
に
停
滞
状
況
が
続
く
。
ま
た

六
七
年
の
停
滞
の
前
後
も
繁
栄
的
上
昇
が
続
く
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ど
の
生
産
低
下
時
に
も
古
典
的
な
形
態
で
の
繁
栄
－

恐
慌
－
不
況
と
い
う
パ
タ
ー
ソ
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
五
八
年
の
前
後

に
は
若
干
移
を
か
え
て
こ
れ
に
類
似
の
現
象
が
み
ら
れ
る
点
は
注
目
し

た
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
生
産
高
だ
げ
を
指
標
と

し
た
の
で
は
ど
れ
を
循
環
性
の
恐
慌
と
み
る
か
は
判
断
で
き
た
い
の
で

あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
不
明
確
た
循
環
は
一
九
世
紀
に
も
み
ら
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
恐
慌
に
続
い
て
不
況
局
面
が
は
っ
き
り
生
産
高
指
標
に
現

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
は
大
不
況
期
以
後
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
戦
後
の
生
産
高
指
標
の
動
き
が
若
干
変
っ
た
こ
と
か
ら
だ

げ
で
は
古
典
的
な
四
局
面
の
循
環
の
法
則
が
作
用
し
な
く
た
っ
た
と
は

言
い
き
れ
た
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
（
八
五
〇
）

　
　
　
二
、
在
庫
と
固
定
資
本
投
資
の
変
化

　
多
く
の
論
者
は
生
産
低
下
の
性
格
を
区
別
す
る
の
に
、
在
庫
と
固
定

資
本
投
資
の
変
化
の
ち
が
い
を
あ
げ
て
き
た
。
こ
の
区
別
は
正
し
い
だ

ろ
う
か
。

　
表
２
は
製
造
業
の
在
庫
高
の
変
化
を
半
年
ご
と
に
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
第
一
に
、
在
庫
の
動
き
は
生
産
高
の
変
化
に
き
わ
め
て
よ
く
似
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
一
九
四
六
～
八
年
の
急
増
、
四
九
年

の
減
少
、
五
一
～
三
年
急
増
、
五
四
年
減
少
、
五
五
～
七
年
急
増
、
五

八
年
減
少
、
五
九
・
六
〇
年
の
回
復
、
六
一
年
の
軽
い
減
少
、
六
二
．

三
年
の
め
る
や
か
た
増
大
、
六
四
～
六
年
急
増
、
六
七
～
七
〇
年
増
大
、

七
一
年
停
滞
と
い
う
変
化
は
生
産
高
の
変
化
に
符
合
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
在
庫
の
増
減
か
ら
は
生
産
低
下
の
原
因
の
ち
が
い
は
説
明
で
き

な
い
。

　
第
二
に
１
、
こ
の
変
化
は
五
八
年
以
後
に
か
ぎ
れ
ぱ
古
典
的
な
四
局
面

循
環
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
減
少
－
回
復
と
停
滞
ー
ゆ
る
や
か
な

増
大
－
急
増
と
い
う
バ
タ
ー
ソ
は
注
目
し
た
げ
れ
ぱ
た
ら
た
い
。

　
第
三
に
、
在
庫
の
増
減
の
変
化
は
約
六
ケ
月
生
産
の
変
化
に
お
く
れ

て
お
り
、
生
産
が
縮
少
さ
れ
て
も
約
半
年
は
在
庫
が
増
加
す
る
。
こ
の

こ
と
は
独
占
の
市
場
調
査
や
厳
密
な
在
庫
管
理
を
も
っ
て
し
て
も
、
市
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０
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９
３
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７
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月
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．
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的

号
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月
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３
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ｄ

２
ｎ

年
ａ

７
３
船～

釦

４
７
Ｓ

１
９
ｅ
ｓ

Ｓ
舳

眺
趾

１
Ｎ
一

Ｕ
ｓ
ｈ

Ｂ
軌

Ｔ
ｈ

Ｎ
ね

Ｅ
Ｓ

Ｒ
　
ｓ

Ｒ
　
ｓ

Ｕ
ｎ
ｅ

Ｃ
．
馴

Ｆ
肋

Ｏ
ｙ

趾
…

冊
・
。

ｓ
・
～湖

〔

場
の
盲
目
性
を
克
服
し
き
れ
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
固
定
資
本
投
資
の
動
き
は
若
干
こ
と
た
る
。
図
１
は
建
築
投
資
を
含

む
固
定
資
本
投
資
の
動
向
を
示
し
て
い
る
。
第
一
の
結
論
は
、
低
下
－

停
滞
ー
ゆ
る
や
か
た
増
大
－
急
増
－
低
下
と
い
う
パ
タ
ー
ソ
が
は
っ
き

り
現
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
五
八
年
以
後
五
九
～
六
一
年
、
六

二
・
三
年
、
六
四
～
六
年
と
い
う
時
期
区
分
が
こ
の
バ
タ
ー
ソ
に
あ
て

　
）

　
数

　
指
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す
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ｏ
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第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
げ
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
形
態
に
っ
い
て
（
田
中
）
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立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

は
ま
る
。
五
〇
年
代
に
つ
い
て
も
四
九
年
の
低
下
と
五
六
・
七
年
の
急

増
の
時
期
の
問
に
ゆ
る
や
か
な
上
昇
の
時
期
が
み
ら
れ
る
が
、
但
し
こ

の
上
昇
は
朝
鮮
戦
争
に
よ
っ
て
ゆ
が
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
低
下
の
後

の
停
滞
に
か
わ
っ
て
、
五
一
年
の
急
増
後
に
高
水
準
で
停
滞
す
る
。
こ

の
変
移
は
軍
需
関
連
性
の
強
い
第
－
部
門
に
隈
ら
れ
て
お
り
、
第
皿
部

門
で
は
低
下
－
停
滞
－
上
昇
と
い
う
右
に
述
べ
た
通
常
の
パ
タ
ー
ソ
が

そ
の
ま
ま
み
ら
れ
る
。

　
第
二
に
、
五
四
年
及
び
六
一
年
の
生
産
低
下
時
に
は
本
格
的
な
固
定

資
本
投
資
の
減
少
は
み
ら
れ
な
い
。
六
一
年
の
若
干
の
低
下
は
停
滞
局

面
で
の
動
揺
で
し
か
た
い
。
こ
れ
に
対
し
て
六
七
年
の
生
産
低
下
後
は

固
定
資
本
投
資
は
完
全
に
頭
打
ち
状
態
を
示
す
。
こ
の
こ
と
は
六
七
～

九
年
の
繁
栄
の
持
続
の
特
殊
性
を
示
す
。

　
第
三
は
、
上
昇
時
の
第
皿
部
門
の
先
導
性
で
あ
る
。
例
え
ぱ
五
四
・

五
年
は
第
－
部
門
の
停
滞
に
対
し
て
第
皿
部
門
の
投
資
は
増
大
し
た
。

ま
た
五
八
年
の
投
資
の
減
退
に
対
し
て
も
、
第
皿
部
門
は
六
〇
年
に
前

の
ピ
ー
ク
を
越
え
た
の
に
対
し
、
第
－
部
門
で
は
六
四
年
を
待
た
ね
ぱ

な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
生
産
の
変
化
に
く
ら
べ
て
在
庫
と
固
定
資
本

投
資
は
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
っ
た
変
化
を
示
す
。
そ
し
て
固
定
資
本
投
資
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
（
八
五
二
）

は
低
下
－
停
滞
ー
ゆ
る
や
か
に
増
大
－
急
増
　
低
下
と
い
う
パ
タ
ー
ソ

が
み
ら
れ
、
産
業
循
環
の
局
面
交
替
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

在
庫
の
動
き
は
景
気
後
退
時
の
第
一
の
調
節
弁
を
な
し
て
お
り
、
不
観

則
性
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。

　
主
と
し
て
固
定
資
本
投
資
の
動
き
か
ら
、
こ
こ
で
は
四
九
、
五
八
、

七
〇
年
を
周
期
的
過
剰
生
産
恐
慌
と
考
え
た
い
。
以
下
の
諸
指
標
は
こ

の
仮
説
を
う
ら
づ
げ
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
三
、
価
格
と
金
利
の
変
動

　
表
３
は
戦
後
の
価
格
の
変
動
を
一
九
世
紀
の
そ
れ
と
対
比
し
た
も
の

で
あ
る
。
一
九
世
紀
の
循
環
で
は
激
落
－
停
滞
－
上
昇
と
い
う
価
格
変

動
の
バ
タ
ー
ソ
が
は
っ
ぎ
り
読
み
と
れ
る
。
と
こ
ろ
が
二
十
世
紀
に
入

る
と
こ
の
上
昇
へ
の
転
換
点
が
は
や
ま
り
、
全
体
的
に
上
昇
傾
向
が
め

だ
つ
よ
う
に
た
っ
た
。

　
戦
後
の
循
環
で
も
価
格
の
変
動
は
一
九
世
紀
ほ
ど
で
は
た
い
に
し
て

も
産
業
循
環
の
影
を
映
し
て
い
る
。
全
商
品
の
指
標
で
は
価
格
下
落
は

四
九
年
の
み
で
あ
る
が
、
上
昇
は
五
五
～
七
、
六
五
～
七
〇
年
と
い
う

特
定
の
時
期
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
問
は
ほ
ぼ
横
ぱ
い
状
態
が
続
く
。

こ
の
他
五
一
年
に
一
時
的
急
上
昇
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
朝
鮮
戦
争

の
影
響
で
あ
り
、
ゴ
ム
等
の
戦
略
物
資
に
い
ち
じ
る
し
い
。
ま
た
商
品
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Ｈ
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Ｔ

　
　
　
　
Ｒ

　
　
　
　
Ｔ
ｍ
Ｆ

格
　
　
　
　
Ｓ
１
ｉ
Ｏ

バ
　
一
．
瞼
ｃ
・
絨

売
　
　
　
Ｎ
１
・
Ａ
　
り

卸
る
　
Ｎ
９
３
皿
よ

年
予
鷺
註

織
繍
鱗

劣
Ｗ
靖
一

　
と
含
器
憶
・

艦
擦

　
年
は
の
恐
７
Ｈ
７
０
Ｅ
ｓ
ａ

Ｃ
１
３
他
品
は
～
Ｔ
～
Ｔ
１
ｅ

膿
魏
隷
織
織

注〔

ご
と
に
検
討
す
る
と
四
九
年
と
五
八
年
に
は
多
く
の
商
品
に
、
価
格
下
落

が
み
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
価
格
変
動
の
戦
後
の
一
般
的
バ
タ
ー
ソ
は
、

恐
慌
時
の
弱
い
下
落
－
横
ぱ
い
１
上
昇
で
あ
る
。

　
こ
の
一
般
的
バ
タ
ー
ソ
は
独
占
度
の
弱
い
農
産
物
に
よ
り
強
く
現
れ

箪
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
げ
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
彩
態
に
つ
い
て

て
い
る
。

　
し
か
し
価
格
の
変
動
は
一
九
世
紀
と
全
く
同
じ
で
は
な
い
。
全
体
に

価
値
低
下
に
と
も
な
う
価
格
の
低
下
が
み
ら
れ
な
く
た
っ
て
お
り
、
独

占
価
格
と
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
影
響
が
強
く
現
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
恐
慌
直
後
に
一
時
的
な
価
格
の
上
昇
が
み
ら
れ
る
（
例
え
ぼ

五
九
年
）
点
は
注
目
し
た
げ
れ
ば
な
ら
た
い
。

　
表
４
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
け
る
商
業
手
形
の
割
引
率
に
生
産
高

の
変
化
を
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
の
結
論
は
、
長
期
的
に
み
て

金
利
水
準
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
循
環
と
の
関
連
が
か
な
り
明
白
に
現
れ
て
い
る
。
恐
慌
時

の
激
落
－
急
速
た
回
復
と
停
滞
１
ゆ
る
や
か
な
上
昇
－
急
上
昇
・
恐
慌

開
始
時
に
ピ
ー
ク
ー
激
落
と
い
う
の
が
戦
後
の
利
子
率
変
化
の
基
本
的

パ
タ
ー
ソ
で
あ
る
。
時
期
区
分
を
す
れ
ぱ
四
九
年
の
低
下
、
五
〇
年
の

回
復
と
五
一
・
二
年
の
停
滞
、
五
五
～
七
年
の
急
上
昇
、
五
八
年
の
激

落
、
五
九
年
の
回
復
と
六
二
年
ま
で
の
停
滞
、
六
三
～
五
年
の
ゆ
る
や

か
な
上
昇
、
六
六
～
九
年
の
急
上
昇
、
七
〇
年
の
激
落
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
と
よ
り
こ
の
基
本
的
バ
タ
ー
ソ
に
は
複
雑
次
動
揺
が
つ
き
ま
と
う
。

五
四
年
の
低
下
、
五
九
年
の
急
上
昇
と
そ
の
後
の
低
下
、
六
六
年
の
急

　
　
　
　
　
　
（
田
中
）
　
　
七
一
　
（
八
五
三
）
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～
さ
Ｈ
ｏ
ｏ
～
「
－
〔
ｃ
ソ
か
ｏ

．
鵬
昌
巴
Ｍ
嚇
｝
〔
Ｏ
ぐ
ソ
。
〔
｝
叫
句
向
Ｏ
向
勾
声
－
宛
向
ｏ
◎
向
勾
く
向
団
自
－
－
向
弓
Ｈ
オ
ー
ｏ
仁
ｏ
ｏ
～
閉
仁
舟
－
出
・
叩
、
．
Ｏ
勺
向
オ
峯
＞
内
穴
向
弓
く
Ｏ
オ
向
■
肉
声
↓
向
Ｃ
ｏ
Ｈ
オ
岩
向
事
｝
Ｏ
内
宍
Ｏ
Ｈ
弓
ぺ
、
、
．
Ｈ
ｏ
蜆
蜆
～
べ
－
舟
－

　
泣
・
叩
．
．
く
Ｏ
老
向
■
く
ト
宛
宗
向
↓
カ
声
↓
向
Ｃ
ｏ
．
、
　
片
６
寺
罫
ｏ

　
爵
Ｈ
ｗ
淋
“
旺
蹄
型
峠
町
蝉
声
・
ｏ
ペ
ノ
ー
〔
芦
句
向
ｏ
向
宛
＞
－
内
向
ｏ
ｏ
向
内
く
向
団
自
－
－
向
弓
Ｈ
老
－
ｏ
杜
ｏ
ｏ
～
岬
Ｎ
舟
Ｎ
出
－
叩
．
　
Ｈ
ｏ
）
蜆
ｏ
ｏ
～
べ
Ｎ
舟
ｏ
ｏ
辻
・
叩
．
．
Ｈ
乞
ｏ
箏
ｏ
ｏ
弓
射
Ｈ
声
－
『
射
ｏ
Ｕ
白
ｏ
↓
Ｈ
ｏ
乞
、
、
　
片
◎
奇
爵
ｏ



上
昇
と
そ
の
後
の
低
下
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
は
別
に
考
え
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。

　
第
三
に
、
利
子
率
の
変
化
は
生
産
の
変
動
に
対
し
て
一
般
に
三
～
六

ケ
月
お
く
れ
て
変
化
す
る
。
そ
の
結
果
、
生
産
低
下
開
始
時
に
。
利
子
率

は
ピ
ー
ク
を
示
し
、
上
昇
へ
の
転
換
も
生
産
が
先
行
す
る
。

第
四
に
、
一
九
世
紀
に
く
ら
べ
て
次
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

一
つ
は
恐
慌
の
真
最
中
に
は
利
子
率
は
低
い
。
こ
れ
は
戦
後
、
銀
行
を

中
心
に
し
た
貨
幣
恐
慌
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
第
二

に
、
恐
慌
に
続
く
時
期
に
利
子
率
が
急
速
な
上
昇
を
み
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
国
独
資
の
影
響
ぬ
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
以
上
、
価
格
、
利
子
率
と
も
形
を
か
え
つ
つ
も
産
業
循
環
の
姿
を
映

し
て
い
る
の
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
四
、
倒
産
の
動
向

　
表
５
は
企
業
倒
産
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
五
八

年
以
後
六
〇
年
代
の
循
環
で
は
、
倒
産
は
恐
慌
と
そ
れ
に
続
く
時
期
の

増
加
－
横
ぼ
い
状
況
－
減
少
－
恐
慌
期
の
急
増
と
い
う
バ
タ
ー
ソ
を
示

す
。
時
期
区
分
を
す
れ
ぱ
、
五
八
年
恐
慌
か
ら
五
九
～
六
一
年
に
か
け

て
の
増
加
－
六
二
・
三
年
の
件
数
減
少
と
金
額
増
加
－
六
四
～
九
年
の

減
少
－
七
〇
年
の
急
増
と
い
う
よ
う
に
分
れ
る
“

額債負びよお数件向動の産倒業企５表

額債負数件

比年前対
一～

万百比年前
吋

数件
年

額債負数件

比年前対
一～

万百比年前対数件
年

％
５

　
５
一

　
３

１

６
・

１

０

３
．

１

５

１
一

１

７Ｌ－

６

０
・

一

８

４
・

■

７

８
・

－

６

５
一

２ｉ

４Ｌ２

３

５
一

６

５Ｌ

９３９

０９０１

４１２１

３５３ユ

９２３１

２２３ユ

６８３１

５６２１

１４９

２４１１

８８８１

７１９１

％
９

　
９
一

６

０
・

１

６

７
一

ｉ

９

８
一

ｉ

１

６
・

－

い４

３
・

一

３

５
・

一

１

２
・

２－

０

５
・

・

４

７
一

１

９

３
・

一

５４４５１

５７０７１

２８７５１

４７３４１

１０５３１

４１５３１

１６０３１

４６３２１

６３６９

４５１９

８４７０１

６２３０１

０６９１

６
１

６
２

６
３

６
４

６
５

６
６

６
７

６
８

６
９

７
０

７
１

％

７

４
・

ユ

３Ｌ３

４

９
一

１■

５

４
．

２

９
一

１

９
・

３

４

７
一

１

９

２
一

－

２

５
・

２

３

９
・

４

８
・

１

９

４
一

－

％
５０２

５３２

８０３

８４２

０６２

３８２

４９３

３６４

９４４

３６５

５１６

８２７

３９６

１Ｌ５

１

６
一

７

９

０
・

－

０

２
一

１‘

６

５
・

一

４

６
一

１

１

５
・

２

１Ｌ－

７

５
・

１

３

８
・

９

８
．

１

６
・

‘

４７４３

０５２５

６４２９

２６１９

８５０８

１！６７

２６８８

６８０１１

９６９０１

６８６２１

９３７３１

４６９４１

３
一
〇０４１

７４９１

４
８

４
９

５
０

５
！

５
２

５
３

５
４

５
５

５
６

５
７

５
８

５
９

５６３６１６０６７５３５０５９ユＳＥＴＡＴＳＤ
Ｅ
　
　
　
ｏ

Ｔ
　
成

Ｍ
　
作

Ｕ
　
　
り

Ｅ
　
よ

Ｈ
　
　
　
ｓ

Ｔ
　
　
犯

Ｆ
　
１
ｕ

Ｏ
　
　
．
刎

　
　
Ｆ

Ｔ
Ｃ
　
　
飢

Ａ
　
　
．
ｃ
ユ

Ｒ
　
　
　
ｒ

肛
　
ｍ

畑
航
ｍ

・
２
年
“

岨
’
汕

皿
６
９
訓

１
Ｓ
　
，
．
ｎ

Ｔ
６
８
討

Ａ
　
　
　
ｕ

Ｔ
７
，
“

Ｓ
　
６
１

注

第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
け
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
形
態
に
つ
い
て
（
田
中
）

七
三
　
（
八
五
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
こ
れ
に
対
し
五
〇
年
代
の
循
環
で
は
、
あ
た
か
も
繁
栄
と
不
況
と
が

逆
転
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
四
九
年
恐
慌
時
の
倒
産
急
増
の
後
、
五

〇
～
二
年
は
倒
産
件
数
は
減
少
し
、
朝
鮮
戦
争
の
「
恵
み
深
さ
」
が
現

れ
て
い
る
。
し
か
し
戦
争
終
結
は
倒
産
増
加
を
も
た
ら
し
た
。
五
三
・

四
年
の
増
加
は
い
ち
じ
る
し
い
。
そ
の
後
五
五
～
七
年
は
建
築
業
の
倒

産
は
急
増
す
る
も
の
の
、
鉱
工
業
で
は
件
数
は
ほ
と
ん
ど
増
加
し
な

い
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
循
環
で
は
朝
鮮
戦
争
ブ
ー
ム
が
一
方
で
戦
争
中

の
「
ぽ
ろ
も
う
け
」
を
も
た
ら
し
、
他
方
で
は
そ
の
時
期
の
生
産
拡
大

に
も
と
づ
く
矛
盾
に
よ
り
繁
栄
が
相
対
的
に
弱
め
ら
れ
、
大
量
の
倒
産

が
続
く
と
い
う
事
態
が
み
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
み
の
が
し
て
た
ら
な
い
の
は
、
恐
慌
直
後
に
ま
っ
た
く
一
時

的
に
で
は
あ
る
に
せ
よ
倒
産
が
減
少
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
次

例
は
五
九
、
七
一
年
に
み
ら
れ
、
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
五
、
輸
出
入
の
変
化

　
表
６
は
輸
出
入
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
輸
出
の
変
化
は
恐
慌
時
の

低
下
－
回
復
と
停
滞
－
増
大
と
い
う
バ
タ
ー
ソ
を
示
す
。
四
八
～
五
〇

年
の
低
下
、
五
一
年
の
回
復
と
五
三
年
ま
で
の
停
滞
、
五
四
～
七
年
の

増
大
、
五
八
年
の
低
下
、
六
〇
年
の
回
復
と
六
二
年
ま
で
の
停
滞
ど
い

う
時
期
区
分
は
上
の
バ
タ
ー
ソ
に
合
致
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

七
四
　
（
八
五
六
）

向動の入出輸６表

入輸出輸

比年前対
レノド億比年前対

レノド億
年

入輸出輸

比年前対
レノド億比年前対

レノド億
年

％
５

　
８
一

　
１

３

１
一

一

０

２
一

一

４Ｌ１

５

４
・

０

９
一

３

４
・

１

６

９
一

１

２

５
一

７

３
．

２

４

８
一

９

０
・

１

１

２
．

５１

２

０
一

５１

１

７
一

４１ ０
．

４
一

１
６

４

１
一

７１

９

６
一

８１

７

３
．

１２

５

５
一

５２

９

８
一

６２

５

２
・

３３

４

０
．

６３

６

９
一

９３

％
３

　
０
一

７

９
一

１

Ｈ７

１
一

７

８
・

３

５
一

１

６

２
一

１

４

０
一

１

２

４
一

６

９
一

７

９
．

７

３
・

１

８

７
一

５１

９

８
・

８１

４１９１

７

４
・

９１

６

１
・

１２

０

４
・

４２

８

４
・

７２

４

３
一

０３

２

６
一

１３

６

６
一

４３

１

０
一

８３

３

２
・

３４

９５９１

６
０

６
１

６
２

６
３

６
４

６
５

６
６

６
７

６
８

６
９

７
０

％

５

６
一

１

８

３
．

２

１

７
一

■

７

３
．

３

９

３
・

２

３

２
一

‘

４Ｌ

１

６
一

一

４

１
一

１

６

０
一

１

＠

３
一

２Ｌ一

４

９
一

４

６

７
一

５

２Ｌ７

２

６
．

６

５

８
一

８

７

９
一

０１

２

７
一

０１

７

８
・

０１

２ｚ０１

８

３
．

１１

９

５
一

２１

８

９
一

２１

３

８
一

２１

％

２

８
一

４

３

２
一

１－

８

４
一

一

０

０
一

２・

７

９
一

３

６

６
一

’

５

７
一

・

２

５
一

３Ｌ１

６Ｌ２

８

３
・

１

１

６
一

１■

４

７
一

９

３

４
．

４１

５

６
一

２１

５

０
・

２１

４

６
一

９

８

４
一

３１

９

５
一

２１

５

６
一

１１

５

２
・

２１

３

６
・

３１

８

５
一

６１

７

８
・

８１

２

８
一

５１

６４９１

４
７

４
８

４
９

５
０

５
１

５
２

５
３

５
４

５
５

５
６

５
７

５
８

　
ｆ
　
Ｏ

　
Ｓ

　
ｒ

　
岬

　
１
ｍ

　
“

　
Ｍ

　
れ

　
叩

　
肱

　
ｏ
ｆＳ

Ｅ
ｕ
ｅ

Ｔ
釦

Ａ
Ｖ

ＴＳ
反

醐
－
年

丁
７

ｍ
６
。
成

　
，
作

肥
鎚
り

Ｔ
　
，
よ

Ｆ
６
７
ｓ

Ｏ
　
，
ｅ
ａ

　
５
　
　
ｒ

Ｔ
６
Ａ

Ｃ
Ａ
４
，
ｙ

Ｒ
６
ｂ

町
叫
ｅ
・

Ｂ
Ａ
０
・
血

Ｌ
６
０

Ａ
，
ｍ

Ｃ
６
ｍ

　
５
　
０

Ｔ
　
，
Ｃ

Ｓ
　
４

　
５
　
９

Ｔ
　
　
ｎ

Ａ
１
ｄ

Ｔ
９
５
ｅ
ａ

Ｓ
１
Ｌ

注〔



洲
べ
　
揖
い
涛
汁
簿
醸
ｅ
隈
淋
議
崩
ｅ
謀
劃
目

肯

肝
　
蹄

甫
　
栂

津
　
蹄

童
　
葦
　
紛
　
酋

ミ
～
へ
ｃ
ｏ

遠
汁

妙
遠
　
　
遠
汁

ト
鞄
　
　
ト
鞄

ト
ｏ

粛
↓

薄
峠
　
　
薄
冷

粛
」
ヘ
　
　
サ
ぴ
ラ
粛
↓

ｇ
～
ｓ
亦
遠
醸
◎
燕
議

躰

　
　
甫
奉
－
描
Ｈ
事

遠
　
　
「
』
ｄ
ｅ
躰
撞
－

　
　
甫
議

躰
ト
期
－
粛
一
↓
ト
鞄
－
蹄
浦

齪
～
割

遠
汁
－
粛
↓
－

遠
汁

甘
録
汁
－
粛
一
へ
ー
再
義
（
描
目
雲

」
赦
汁
　
　
　
　
「
』
＾
滋
汁
）

滞
誹

ト
車
－
粛
↓
１

回
騎

畠
～
賢

遠
汁

曲
鼓
融
甫
議

躰

遠
　
　
ト

鞄
　
　
ト

鞄

岬
ｏ
◎

粛
↓

薄
冷

薄
吟

滞
耐
（
－
喪
爵

蟄
汁
↓
端
）

繁
瞬

麦
烏
譲
轟
青
誌
奪
鷲
撃
洋
回
轟
離
葦
鶏
Ｈ
蕪
１

ｓ
～
竃

録
汁

吾
ぴ
イ
サ
洋
甚

汁

遠
汁

滞
誹

吾
ぴ
イ
サ
洋
ト

車

置
～
３

遠
汁

斡
遠
　
　
昧

遠
　
　
ト

期
　
　
ト
車
－
妙
ト
期

雪
～
竃
燕
議
◎
購
」
赦
汁
　
遠

汁
　
　
尋

議
　
　
斡
ト
期

粛
↓
１
回
賦
－

妙
ト
靭

昌
　
　
粛
↓

吾
ぴ
イ
亨
洋
遠

　
　
　
　
　
粛

斗

斡
ト
車

薄
端

塵
　
瞭

遠
汁

趣
現
奔

薄
与
・
粛
沫
備

遠
汁

聾
（
鮮
繋
）

節
亟
奔

薄
与
醸
遠
汁

酎
沫
様

藤
兎
ラ一

簸
繋
一

灘
冷

妙
薄
冷

遠
汁

車

囲
　
滴
　
細

圧

遠
汁
醸
粛
↓

粛
↓
１
回
賦

甫
議

遠

汁

粛
↓

回
賦

甫
義
－
遠
汁
覇

諜
遠
汁

鍾
汁

遠
汁

藻
　
＞

遠
汁

粛
↓

斡
鍾
－
甫
議

箏
議

遠
汁

事
義

斡
遠
事
議

イ
イ
遠
汁

遠
汁

遠
汁

遠
汁

速
目
図
ヰ

癖
探

弾
嘉

芯
ソ
岬
ｑ
映
ざ
汁
↓
請

－
尋
雪
瞭
飾
呼
玲
と

冷
諌
酋

輝
探

贈
嘉

升
げ
」
い
斗
，
四
ざ
汁
争

請諌
曽

癖
探

再
毒
～
繍
操
ｅ
韓
欝

弾
嘉

第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
げ
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
形
態
に
っ
い
て
（
田
中
）

七
五
（
八
五
七
）
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輸
出
増
大
の
時
期
は
世
界
市
場
の
ブ
ー
ム
期
に
あ
た
る
。
こ
の
時
期

に
は
、
輸
出
高
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
に
対
す
る
比
率
が
上
昇
す
る
が
、
こ
れ
は
貿

易
活
発
化
の
現
れ
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
輸
入
の
変
化
は
ア
メ
リ
カ
市
場
で
の
需
要
の
強
さ
の

変
化
を
示
す
。
こ
の
輸
入
の
動
き
は
ア
メ
リ
カ
の
生
産
高
の
動
き
に
ほ

ぼ
比
例
し
て
動
い
て
い
る
。
低
下
－
回
復
と
停
滞
－
増
大
と
い
う
バ
タ

ー
ソ
は
輸
出
と
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
り
、
時
期
区
分
も
大
体
同
じ
で
あ
る
。

輸
出
に
く
ら
べ
て
輸
入
の
変
動
の
巾
は
小
さ
く
、
特
に
恐
慌
時
も
あ
ま

り
減
少
し
た
い
。

　
ま
た
、
例
え
ぱ
五
九
年
の
よ
う
に
恐
慌
直
後
の
輸
入
増
大
の
急
激
さ

は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
六
、
産
業
循
環
の
諸
局
面

　
今
ま
で
と
り
あ
げ
て
き
た
諸
指
標
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
表
７
の

よ
う
た
局
面
区
分
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
要
約
す
れ
ぱ
、
四
七
・
八
年

の
繁
栄
、
四
九
年
恐
慌
、
五
〇
～
二
年
か
き
げ
さ
れ
た
不
況
、
五
三
～

五
年
の
一
時
的
後
退
を
含
ん
だ
活
況
、
五
六
・
七
年
繁
栄
、
五
八
年
恐

慌
、
五
九
～
六
一
年
も
ち
あ
げ
ら
れ
た
不
況
、
六
二
・
三
年
活
況
、
六

四
～
六
年
繁
栄
、
六
七
～
九
年
の
停
滞
と
繁
栄
の
持
続
、
七
〇
年
恐
慌

と
い
う
局
面
交
替
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
彬
を
か
え
て
の
古
典
的
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
（
八
五
八
）

四
局
面
交
替
の
循
環
に
他
な
ら
な
い
。

　
形
を
か
え
て
と
い
う
の
は
、
第
一
に
不
況
局
面
の
変
移
、
第
二
に
は

朝
鮮
戦
争
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
よ
る
循
環
の
変
彬
で
あ
る
。
と
り
わ
げ

朝
鮮
戦
争
の
影
響
は
大
き
く
、
五
〇
年
代
の
循
環
全
体
が
影
響
を
こ
う

む
っ
た
。
こ
こ
で
、
五
〇
～
二
年
を
「
か
き
げ
さ
れ
た
不
況
」
と
い
う

の
は
犀
需
プ
ー
ム
の
か
げ
で
、
第
皿
部
門
に
停
滞
と
一
時
的
後
退
が
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
え
て
「
不
況
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
で
あ
る
。

　
今
ま
で
は
循
環
の
現
象
面
の
概
要
を
み
て
き
た
。
今
や
こ
の
諸
現
象

を
も
た
ら
し
た
再
生
産
過
程
内
の
循
環
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
検
討
し
た
げ

れ
ぱ
な
ら
な
い
。

第
三
節
循
環
局
面
交
替
の
内
的
諸
契
機

　
第
二
節
で
述
べ
た
循
環
局
面
の
区
分
に
際
し
て
、
中
心
的
役
割
を
は

た
し
た
指
標
は
固
定
資
本
投
資
の
動
向
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
こ

で
は
固
定
資
本
投
資
変
動
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
。

　
　
　
　
一
、
固
定
資
本
の
回
転
環
循

　
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
二
巻
第
九
章
で
「
…
…
大
工
業
の
最
も

決
定
な
諸
部
門
に
と
っ
て
は
、
こ
の
生
命
循
環
は
今
日
で
は
平
均
し
て

十
年
に
わ
た
る
も
の
と
看
な
さ
れ
う
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
一
定
の
年



数
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。
次
の
こ
と
だ
け
は
明
ら
か
で
あ
る
　
　
資
　
　
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
大
産
業
分
類
と
い
っ
て
も
、
ミ
ネ
ソ

本
が
そ
の
固
定
成
分
に
ょ
っ
て
繋
縛
さ
れ
て
い
る
連
締
的
諸
回
転
か
ら
　
　
タ
．
マ
ィ
ニ
ソ
グ
杜
は
抽
出
作
業
の
ミ
ス
か
ら
入
っ
て
し
ま
っ
た
も
の

な
る
幾
年
に
も
わ
た
る
こ
の
循
環
に
ょ
り
、
周
期
的
恐
慌
、
す
た
わ
ち
、
　
で
、
同
杜
の
性
格
は
第
－
部
門
に
属
す
る
コ
ダ
ツ
ク
杜
に
近
い
も
の
と

事
業
が
弛
緩
、
中
位
の
活
況
、
ご
っ
た
が
え
し
、
恐
慌
の
継
起
的
諾
期
　
　
思
わ
れ
る
。
ま
た
丘
ハ
器
産
業
は
大
分
類
に
は
た
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
の

問
を
通
過
す
る
周
期
的
恐
慌
の
物
質
的
な
一
基
礎
が
生
ず
る
。
な
る
ほ
　
　
特
異
な
役
割
に
注
目
し
て
と
り
あ
げ
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
杜
や
ポ
ー
イ
ソ
グ
杜

ど
・
資
本
の
投
下
期
問
は
極
め
て
様
々
で
重
な
り
あ
っ
て
い
る
。
と
は
　
　
も
こ
れ
に
近
い
性
格
を
も
っ
。
さ
ら
に
一
次
金
属
や
輸
送
機
械
は
中
分

い
え
恐
慌
は
常
に
、
一
大
新
投
資
の
出
発
点
を
な
す
。
だ
か
ら
ま
た
－
　
　
類
に
－
ま
で
立
ち
入
っ
て
抽
出
し
た
。
以
下
の
分
析
で
は
た
び
た
び
こ
の

－
杜
会
全
体
を
考
察
す
る
な
ら
は
　
　
多
か
れ
少
な
か
れ
、
次
の
回
転
　
　
二
四
杜
を
利
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

循
環
の
た
め
の
一
っ
の
新
た
な
物
質
的
基
礎
を
な
す
。
」
と
述
べ
、
固
　
　
　
も
と
よ
り
固
定
資
本
の
種
類
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
が
、
大
き
く

定
資
本
の
回
転
循
環
が
周
期
的
恐
慌
の
一
っ
の
物
質
的
基
礎
で
あ
る
こ
　
　
わ
げ
れ
は
建
物
、
機
械
設
備
、
そ
の
他
（
什
器
．
備
品
、
車
靹
等
）
に
分

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
耐
用
年
数
も
異
な
る
。
建
物
で
一
〇

　
我
々
が
こ
の
規
定
に
基
づ
い
て
現
実
の
産
業
循
環
を
分
析
す
る
場
合
、
　
～
五
〇
年
、
機
械
設
備
で
五
～
二
五
年
、
そ
の
他
で
三
～
一
〇
年
ぐ
ら

次
の
二
つ
の
点
か
ら
検
討
し
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
第
一
は
　
　
い
が
各
企
業
の
償
却
期
問
で
あ
っ
た
。

固
定
資
本
の
回
転
循
環
の
期
問
の
長
さ
で
あ
り
、
第
二
は
固
定
資
本
の
　
　
　
と
こ
ろ
で
産
業
循
環
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
耐
用
年
数
の
単
純
平

更
新
と
拡
張
が
ど
の
時
期
に
集
中
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
均
等
的
に
行
　
　
均
が
問
題
な
の
で
は
匁
く
、
機
械
設
備
に
焦
点
を
し
ぽ
ら
な
く
て
は
な

わ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
た
い
。
理
由
は
第
一
に
１
、
固
定
資
本
の
大
半
が
機
械
設
備
に
よ
っ
て

　
い
　
固
定
資
本
の
耐
用
年
数
と
償
却
率
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
表
２
の
二
四
杜
中
計
算
可

　
表
８
は
ア
メ
リ
カ
の
大
産
業
分
類
を
中
心
に
、
各
業
種
か
ら
主
要
企
　
　
能
な
一
五
杜
に
っ
い
て
み
れ
ば
、
全
有
彩
固
定
資
産
の
内
機
械
設
備
が

業
一
杜
を
と
り
だ
し
て
、
各
企
業
の
減
価
償
却
の
償
却
率
と
償
却
期
問
　
　
占
め
る
比
率
は
六
四
％
に
達
し
て
お
り
、
建
物
は
二
五
％
、
そ
の
他
は

　
　
　
　
第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
げ
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
形
態
に
１
っ
い
て
（
田
中
）
　
　
七
七
　
（
八
五
九
）
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洲
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、
て
へ
＼
苧
×
、
・
ご
“
＼
二
い
１

づ

温

■

〕

べ
１
０
０

ｏ
．
べ
（
Ｈ
ｏ
』
）

欝

議

ン
ー
）
＼
７
＼
べ
＼
、
メ
７
）
－

Ｈ
Ｏ
～
９
舟

切
～
寓
舟

’

ｐ
◎

べ
．
只
鼻
Ｎ
）

涛

羊

口
○
口

ご
ｖ
－
Ｈ
テ
凧
－
ン
斗
へ
－
“
、
ｆ
－

Ｈ
Ｏ
～
Ｓ
肯

ｍ
～
畠
舟

卜
Ｈ

卜
只
芦
べ
）

灘
蛛
軍
毘
苗
眞
車
◎

ｒ
し

講

涼

ｕ
キ
、
－
７
ｘ
寺
｛
“
べ
、
讐
＼
ｘ
い
－

鱒
曹
・
踏
轟

旨

ｏ
．
ト

ｏ
。
』
（
Ｈ
ド
ｏ
）

？
８
工

〔
時
〕
・
癖
菖
溢
聲
艸
映
帝
粕
ｅ
癖
些
樹
片
◎
戦
庄
「
汁
。

　
・
怜
卦
燕
国
肘
瞭
騎
ｅ
判
岱
毒
皆
童
叫
琳
帝
絡
ｅ
爵
禽
癖
酋
螂
帥
灘
甫
毒
皆
ｅ
津
榊
～
芦
か
怜
卦
涼
国
肘
廠
瞬
ｅ
曇
岬
鐘
ｄ
壁
Ｊ
汁
ぴ
ｅ
ｄ
駄
ぎ
膚
「
※
豊
叫
露
禽
康
誉
ｓ
遂
榊
～
膏
岬

　
　
芦
つ
汁
替
一
溝
蛸
薄
壁
肘
鮒
ぴ
吟
昌
汁
昨
卦
宗
国
砕
浦
騨
ｅ
碧
翁
騎
ｄ
壁
ｄ
汁
ぴ
ｅ
ｄ
一
ト
劃
ｅ
ぴ
ｅ
司
〈
｝
〉
べ
雌
十
粛
〈
芦
ｄ
べ
ｃ
、
か
営
・
小
ｅ
牒
口
潮
汁
ｏ
・
岬
決
禽
～
弟
サ
叶
Ｆ
か
。

　
一
繁
薄
騨
泰
ｅ
議
甫
癖
岩
積
一
汁
溝
曹
ｓ
癖
皆
樹
紬
ｏ
ｏ
湶
（
ｏ
ｏ
ミ
弓
■
口
Ｎ
・
岬
没
）
一
小
ｅ
書
ｅ
国
肘
城
爵
（
キ
鶉
・
婁
争
・
樹
禽
維
）
ｅ
康
些
栂
帥
Ｈ
ｏ
浪
～
粛
甫
「
・
怜
国
甫
療
曝
ｅ
義
爵

　
　
序
機
空
暴
「
ベ
ギ
岱
癖
皆
樹
菅
ｗ
繍
庄
「
汁
ぴ
ｅ
ｄ
駄
か
。
埣
遵
叫
ゴ
ｓ
嵐
◎

　
　
　
（
Ｈ
８
×
判
岱
癖
皆
栂
）
１
（
樽
曹
ｓ
癖
皆
掛
ｏ
ｏ
決
×
鱒
曹
ｅ
「
尊
か
蜜
吟
）
！
（
～
ｅ
書
ｅ
国
甫
鴎
騎
ｓ
癖
誉
栂
－
ｏ
渓
×
小
ｅ
書
ｅ
国
肘
瞭
融
ｅ
「
匡
び
塑
冷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
怜
国
耐
鳩
蹄
廿
藩
薫
ｅ
「
き
か
蓮
昨

　
．
竃
Ｏ
Ｏ
Ｏ
■
．
Ｏ
つ
Ｈ
オ
Ｏ
自
ｏ
ｏ
弓
内
Ｈ
声
■
く
ト
岩
ｑ
声
■
　
Ｈ
り
ｏ
Ｈ
音
薄
汁
Ｇ
、
而
罫
ｏ

　
　
｛
ゆ
「
ｉ
癖
普
｝
筥
葭
｝
〔
Ｏ
ぐ
１
〔
－
　
ｏ
ｏ
弓
声
乞
Ｏ
＞
肉
Ｕ
Ｏ
Ｈ
－
Ｏ
〇
一
司
Ｈ
り
伽
ｏ
辛
薄
ｏ
Ｏ
○
－
Ｏ
声
↓
向
－
勺
＞
ピ
竃
Ｏ
ピ
Ｈ
く
向
Ｏ
Ｏ
・
｝
叫
Ｈ
ｏ
ｏ
ｏ
令
薄
汁
Ｇ
寺
島
ｏ

一
一
％
に
す
ぎ
な
い
。
第
二
の
理
由
は
、
機
械
設
備
は
建
物
の
よ
う
に
　
　
２
の
「
機
械
設
備
の
推
定
償
却
率
」
欄
は
こ
の
問
に
答
え
る
た
め
に
計

い
く
っ
も
の
産
業
循
環
に
渡
っ
て
償
却
さ
れ
る
の
で
は
た
く
、
大
体
一
　
　
算
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
〇
年
以
上
二
〇
年
未
満
が
圧
倒
的
に
多
く
、

循
環
と
生
命
を
同
じ
く
す
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
均
は
約
十
四
年
で
あ
る
。
企
業
別
に
み
る
と
、
航
空
機
産
業
の
ボ
ー

　
機
械
設
備
と
い
っ
て
も
、
そ
の
種
類
、
本
体
と
付
属
設
備
等
の
ち
が
　
　
イ
ソ
グ
杜
と
兵
器
産
業
の
マ
ー
テ
ィ
ソ
杜
が
四
～
五
年
で
、
軍
需
産
業

い
に
１
よ
っ
て
償
却
率
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
主
要
　
　
の
償
却
率
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
家
具
の
シ
モ
ソ
ズ
杜
や
衣
料

部
分
又
は
全
体
の
平
均
の
耐
用
年
数
は
ど
れ
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
表
　
　
品
の
ク
ル
ー
エ
ト
．
ピ
ー
バ
デ
ィ
杜
が
二
〇
年
以
上
の
耐
用
年
数
を
示

　
　
　
　
第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
げ
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
形
態
に
っ
い
て
（
田
中
）
　
　
七
九
　
（
八
六
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

し
、
こ
れ
ら
産
業
の
技
術
的
停
滞
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
推
定
計
算
は
企
業
が
公
表
し
て
い
る
機
械
設
備
の
耐
用

年
数
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
五
年
、
一
〇
年
と
い
う
大
き
な
誤
差
は

た
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
機
械
設
備
の
帳
簿
上
の
減
価
償
却
の

耐
用
年
数
は
平
均
十
数
年
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
軍
需
産
業
等
ほ
ん
の
一
部
を
除
い
て
は
、
固
定
資
本
の
耐
用
年
数

か
ら
周
期
短
縮
説
を
裏
づ
げ
る
よ
う
た
事
実
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
○
　
固
定
資
本
の
平
均
年
令
の
変
化
　
　
産
業
循
環
の

　
　
　
諸
局
面
と
減
価
償
却
進
行
度

　
固
定
資
本
の
平
均
年
令
は
減
価
償
却
進
行
度
を
も
っ
て
類
推
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
産
業
循
環
の
諸
局
面
と
減
価
償
却
進
行
度
の
変
化
の
関

連
性
を
理
解
す
る
た
め
に
、
次
の
モ
デ
ル
を
使
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
表
９
は
固
定
資
本
総
額
の
内
ど
れ
だ
げ
が
減
価
償
却
さ
れ
た
か
に
よ

っ
て
固
定
資
本
の
平
均
年
令
を
表
わ
す
た
め
に
設
定
さ
れ
た
一
つ
の
産

業
循
環
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
第
一
に
、
循
環
の
四

つ
の
局
面
に
あ
わ
せ
て
固
定
資
本
の
拡
大
率
を
五
、
六
、
七
、
八
％
と

四
つ
に
分
げ
、
固
定
資
本
は
毎
年
均
等
に
償
却
さ
れ
、
か
つ
一
〇
年
後

に
更
新
さ
れ
る
も
の
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
仮
定
の
も

と
に
固
定
資
本
総
額
の
変
化
と
、
減
価
償
却
済
部
分
（
１
１
引
当
金
）
総

八
○
　
（
八
六
二
）

化変の令年均平の本資定固るよこゾ“カちの率大拡の本資定固臥表
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額
の
変
化
が
計
算
さ
れ
、
最
後
に
両
者
の
比
率
、
す
な
わ
ち
減
価
償
却

進
行
度
の
変
化
が
計
算
さ
れ
る
。

　
結
果
は
、
固
定
資
本
の
拡
大
率
が
平
均
以
下
の
年
度
で
は
減
価
償
却

進
行
度
は
上
昇
し
、
平
均
年
令
の
老
化
が
現
れ
る
。
逆
に
。
拡
大
率
が
平

均
以
上
の
年
度
に
は
平
均
年
令
の
若
返
り
が
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
変
化
に
は
二
つ
の
要
因
、
す
な
わ
ち
分
子
の
減
価
償
却
済
部
分

の
変
化
と
、
分
母
の
固
定
資
本
総
額
の
変
化
か
ら
生
じ
、
実
際
の
産
業

循
環
で
は
各
局
面
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
は
た
す
役
割
は
同
じ
で
は
な

い
。

　
図
２
は
ス
タ
ソ
ダ
ー
ド
・
オ
ィ
ル
杜
を
例
に
と
り
、
先
の
モ
デ
ル
で

み
た
よ
う
な
減
価
償
却
進
行
度
の
循
環
的
変
動
が
み
ら
れ
る
か
否
か
を

検
討
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
で
は
四
六
～
九
年
、
五
六

～
九
年
、
六
七
～
七
一
年
の
三
つ
の
時
期
に
固
定
資
本
の
集
中
的
な
若

返
り
が
み
ら
れ
、
そ
れ
に
つ
い
で
、
五
一
・
二
年
の
朝
鮮
戦
争
時
に
も

若
干
の
若
返
り
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
以
外
の
時
期
は
い
ず
れ
も

減
価
償
却
進
行
度
が
上
昇
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
十
年
周
期
の
波
動
が

認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
他
の
企
業
二
三
杜
に
つ
い
て
は
紙
面
の
都
合
上
、
グ
ラ
フ
の
掲
載
は

　
　
　
（
２
）

は
ぶ
く
が
、
こ
の
ス
タ
ソ
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
型
の
変
動
は
二
四
杜
中
一

　
例

化
の

変
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た
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つ
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割
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あ
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Ｔ
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批
ゆ
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７
産
　
た
版
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Ｈ
鹸
落
雌

・
瀬
で
い
よ

３
有
鳩
賊

２
を
　
産
Ｌ
対

　
／
ｃ
　
資
Ａ
借

閉
釦
醜
泄

８
肖
　
形
Ｍ
書

７
弓
　
有
　
算

　
却
　
を
Ｌ
計

６
償
　
費
１
Ａ
益

い
蹴
鰍
噸

二
瀧
ｗ

　
行
　
は
Ｉ
Ａ

・
・
確
姦
蝋

９
償
あ
償
Ｏ
Ｄ
一
Ｃ

８
　
価
で
価
Ｏ
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７
減
の
減
Ｍ
Ｏ
Ｉ
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注
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（
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
杜
に
み
ら
れ
、
さ
ら
に
五
五
～
七
年
の
好
況
期
に
め
だ
っ
た
若
返
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
み
せ
な
い
だ
げ
で
他
は
同
様
の
変
化
を
示
す
企
業
が
七
杜
を
数
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
か
ら
、
ス
タ
ソ
ダ
ー
ド
．
オ
イ
ル
型
の
変
化
を
一
般
的
形
態
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
た
い
。

第
二
次
大
戦
後
の
米
因
に
お
け
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
彩
態
に
っ
い
て
（
田
中
）
　
　
八
一
　
（
八
六
三
）



，

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
箪
二
十
三
巻
・
箪
五
・
六
合
併
号
）

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
集
中
的
な
若
返
り
の
年
は
企
業
に
。
よ
っ
て
デ
様
で

は
な
い
。
自
動
車
産
業
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
杜
は
平
均
よ
り
一

年
ぐ
ら
い
早
く
、
鉄
鋼
業
の
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
杜
で
は
一
年
ぐ
ら

い
お
そ
い
。
こ
の
ち
が
い
は
産
業
連
関
上
の
位
置
の
ち
が
い
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
が
行
っ
た
二
つ
の
戦
争
の
時
期
は
特
別
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
五
一
～
三
年
、
六
七
～
九
年
の
朝
鮮
戦
争
と
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
の
時
期
に
は
、
第
－
部
門
に
属
す
る
諸
企
業
の
多
く
で
減
価

償
却
進
行
度
の
低
下
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
第
－
部
門
の
諸
企
業

で
ほ
と
ん
ど
低
下
が
み
ら
れ
ず
、
こ
こ
に
こ
の
時
期
の
「
戦
争
ブ
ー

ム
」
と
し
て
の
性
格
が
現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
減
価
償
却
進
行
度
の
変
化
を
部
門
ご
と
に
検
討
す
る
と
、
十
年
周
期

の
波
動
現
象
は
第
－
部
門
に
く
ら
べ
て
第
－
部
門
の
諸
企
業
に
強
く
現

わ
れ
て
い
る
。
第
－
部
門
の
諸
企
業
の
中
に
は
変
動
が
不
規
則
で
、
か

つ
変
動
の
周
期
が
長
い
企
業
も
い
く
っ
か
み
ら
れ
る
（
例
え
ぱ
コ
ル
ゲ
ー

ト
杜
）
。
　
こ
れ
は
固
定
資
本
の
拡
大
率
が
低
く
、
か
っ
繁
栄
期
に
も
あ

ま
り
集
中
的
拡
大
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。
ま
た
軍

需
産
業
の
ボ
ー
イ
ソ
グ
杜
や
マ
ー
チ
ソ
杜
で
は
変
動
の
波
が
き
わ
め
て

急
激
で
あ
り
、
固
定
資
本
投
資
の
集
中
性
と
投
下
資
本
回
収
の
急
速
さ

八
二
　
（
八
六
四
）

を
物
語
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
図
２
の
減
価
償
却
進
行
度
は
ど
の
程
度
の
信
頼
性
を
も
つ

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
間
題
を
考
え
る
時
、
減
価
償
却
率
の
年
々
の
不

均
等
性
に
つ
い
て
は
検
討
を
欠
か
す
こ
と
が
で
き
た
い
。

　
い
ま
仮
に
減
価
償
却
率
が
一
％
上
昇
し
た
と
し
よ
う
。
こ
の
上
昇
が

一
年
か
ぎ
り
で
あ
れ
ぽ
、
減
価
償
却
進
行
度
は
そ
の
年
に
一
％
よ
り
多

く
上
昇
す
る
が
翌
年
か
ら
は
元
と
同
じ
度
合
で
変
化
す
る
。
し
か
し
一

％
だ
げ
高
い
償
却
率
が
そ
の
ま
ま
続
く
と
す
れ
ぽ
、
減
価
償
却
の
年
々

の
進
行
は
そ
れ
だ
げ
加
速
さ
れ
る
｝
こ
の
償
却
率
の
変
更
は
耐
用
年
数

短
縮
を
意
味
し
、
し
た
が
っ
て
こ
の
高
い
償
却
率
で
の
償
却
が
一
巡
す

れ
ぱ
、
今
度
は
更
新
に
ー
よ
る
引
当
金
取
崩
し
が
増
大
し
、
償
却
進
行
度

低
下
を
促
進
す
る
。
し
た
が
っ
て
一
巡
の
後
は
新
し
い
耐
用
年
数
に
み

あ
っ
た
償
却
進
行
度
で
循
環
的
変
動
が
く
り
返
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
幸
い
に
も
減
価
償
却
率
の
変
化
に
よ
っ
て
、
減
価
償
却
進
行
度
の
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

化
の
方
向
が
完
全
に
ゆ
が
め
ら
れ
た
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
図
２
の
減
価
償
却
進
行
度
の
変
化
は
、
償
却
率
の
変
更
に
影

響
を
う
け
て
は
い
る
も
の
の
、
一
般
的
に
は
現
実
の
減
価
償
却
の
進
行

状
況
を
ほ
ぼ
正
し
く
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



　
閉
　
固
定
資
本
の
廃
棄
と
拡
張
の
状
態

　
減
価
償
却
進
行
度
の
検
討
に
よ
っ
て
、
固
定
資
本
の
平
均
的
な
若
返

り
は
あ
る
特
定
の
時
期
に
ぺ
集
中
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
と
こ
ろ
で
減
価
償
却
進
行
度
の
変
化
は
償
却
率
を
一
定
と
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
（
６
）

固
定
資
本
の
廃
棄
と
拡
張
の
状
況
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
検
討
す
る
の
は
、
こ
の
廃
棄
と
拡
張
が
ど
の
局
面
に
集
中
し
て
い
る

か
で
あ
る
。

　
図
３
は
ス
タ
ソ
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
杜
を
例
に
と
り
、
固
定
資
本
の
拡

張
と
廃
棄
の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
拡
張
か
ら
検
討
し
よ

う
ｏ　

図
３
の
拡
張
は
有
形
固
定
資
産
勘
定
の
対
前
年
度
増
加
率
を
示
し
て

あ
る
。
ス
タ
ソ
ダ
ー
ド
・
オ
ィ
ル
杜
で
は
、
大
き
く
分
げ
て
三
っ
の
繁

栄
期
（
四
七
．
八
、
五
六
２
八
、
六
六
～
八
年
）
に
き
わ
め
て
高
水
準
の
拡

張
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
次
い
で
五
二
年
の
朝
鮮
戦
争
時
と
六

二
年
に
大
き
な
拡
張
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
導
き
だ
せ
る
一
般
的
結

論
は
、
拡
張
の
繁
栄
期
へ
の
集
中
と
、
そ
れ
に
つ
ぐ
朝
鮮
戦
争
時
の
高

水
準
の
拡
張
で
あ
る
。
尚
六
二
年
の
大
き
な
拡
張
は
同
杜
の
特
殊
事
情

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
た
ス
タ
ソ
グ
ー
ド
・
オ
イ
ル
型
の
変
化
は
二
四
杜
中
一
四

況
例

状
の

棄
Ｙ

廃
Ｎ

び
畑

及
Ｐ

張
０
Ｍ

拡
Ｃ

の
１
Ｌ

本
Ｏ

資
Ｄ

定
蛆

固
畑

３
皿

図
↓

～

、

、
１
　
１

、

、

、

＾＾

、
’

〇
一

＾
ハ

、

’

げ
、

１

１

’－
・、

、戸
’Ｊ戸

■

／

一
‘

、
ノ

一
一

』

、

｝ｖ■

犬
棄

拡
廃一

一

‘

、、
‘‘

１
５
％

１
０

２
　
　
崩
十
　
　
Ｄ

　
　
取
金
　
畑

○
　
　
の
当
　
。
Ｄ

７
　
　
中
引
た
Ｎ

”
　
度
靭
し
ｕ

　
。
年
償
出
Ｓ

一
篇
煮

・
黒
算
虹

３
べ
に
（
引
９
４
照

２
ら
金
は
却
ユ
対

　
く
当
額
償
Ｌ
借

６
０
に
引
し
価
岨
貸

９
件
却
崩
減
Ｎ
，

８
前
償
取
の
Ａ
書

　
の
価
金
末
Ｍ
算

７
／
ｃ
減
当
度
Ｌ
計

６
ａ
の
引
年
１
Ａ
益

５
産
初
却
一
Ｒ
損

４
資
年
償
費
町
の

３
定
の
価
却
Ｕ
Ｙ

　
固
度
減
償
Ｄ
Ｎ

２
形
年
。
価
１
Ｎ
Ａ

５
・
賄
震
照
ｍ

”
慧
鴛
蠣

７
拡
廃
し
そ
Ｍ
Ｏ
Ｉ

６
　
　
〕

５
注

　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杜
に
み
ら
れ
、
残
り
の
企
業
で
も
繁
栄
期
に
は
高
水
準
の
拡
張
が
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
変
化
を
一
般
的
傾
向
と
考
え
て
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
対
し
て
廃
棄
の
状
況
は
ど
う
か
。
図
１
０
の
廃
棄
は
期
首
の
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
価
償
却
引
当
金
が
そ
の
年
度
中
に
ど
れ
だ
げ
と
り
く
ず
さ
れ
た
か
を
示

第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
げ
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
形
態
に
っ
い
て
（
田
中
）
　
　
八
三
　
（
八
六
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

す
比
率
で
、
減
価
償
却
引
当
金
の
取
崩
し
額
を
期
首
在
高
で
割
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
も
う
一
度
ス
タ
ソ
ダ
ー
ド
・
オ
ィ
ル
杜
の
例
を
引
用
す
る
。
こ
こ
で

は
四
九
～
五
一
、
六
〇
～
二
、
六
九
～
七
一
年
の
三
つ
の
時
期
に
高
水

準
の
廃
棄
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
時
期
は
不
況
ま
た
は
恐
慌
の
局
面

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
同
杜
の
場
合
、
活
況
や
繁
栄
局
面
で
は
あ
ま
り
大

き
た
廃
棄
は
み
ら
れ
た
い
。

　
し
か
し
廃
棄
の
場
合
、
企
業
ご
と
の
ぽ
ら
つ
き
が
大
変
大
き
く
、
こ

の
ス
タ
ソ
ダ
ｉ
ド
・
オ
ィ
ル
型
の
変
化
を
も
っ
て
一
般
的
結
論
と
す
る

こ
と
は
で
き
た
い
。
む
し
ろ
活
況
期
に
は
多
く
の
企
業
で
高
水
準
の
廃

　
　
　
（
８
）

棄
が
み
ら
れ
、
恐
慌
局
面
を
し
の
ぐ
は
ど
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
合
し
て
い
え
る
一
般
的
結
論
は
、
廃
棄
は
不
況
、

活
況
局
面
で
大
き
く
、
恐
慌
局
面
が
そ
れ
に
続
く
が
、
繁
栄
局
面
で
は

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
結
論
は
こ
の
図
の
指
標
の
よ
う
た
相
対
的
な
評
価
に
お

い
て
言
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
絶
対
額
で
は
繁
栄
期
の
方
が
大
き
く
な

る
。

　
こ
の
一
般
的
結
論
か
ら
次
の
二
つ
の
理
論
的
帰
結
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
は
、
不
況
、
活
況
局
面
で
の
更
新
の
高
ま
り
が
景
気
上
昇
力
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
（
八
六
六
）

つ
の
モ
メ
ソ
ト
を
た
す
と
い
う
こ
と
、
第
二
は
、
繁
栄
期
の
更
新
の
相

対
的
低
位
性
は
、
固
定
資
本
に
対
す
る
需
要
要
因
と
し
て
の
更
新
部
分

に
く
ら
べ
て
、
供
給
要
因
と
し
て
の
価
値
移
転
１
１
償
却
部
分
を
過
大
に

し
、
生
産
手
段
の
過
剰
生
産
を
も
た
ら
す
一
要
因
を
捗
成
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
Ｌ
か
し
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
こ
の
小
論
で
用
い
た
資
料

か
ら
の
帰
結
で
あ
り
、
具
体
的
事
実
関
係
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
検
討
が

必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
た
い
。

　
さ
て
、
こ
の
廃
棄
の
指
標
の
信
頼
度
は
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
図
４
は
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
ズ
・
シ
ッ
プ
ビ
ル
デ
ィ
ソ
グ

杜
の
固
定
資
本
の
実
際
の
廃
棄
高
と
引
当
金
取
崩
し
額
と
の
対
応
関

係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
Ｙ

棄
取
係

廃
金
爵

の
当
応

実
引
対

現
却
の

の
償
と

産
価
額

資
減
し

定
と
崩

固
高
り
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結
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照
応
し
て
い
る
も
の
の
、
六
二
年
以
後
は
実
際
の
廃
棄
高
の
方
が
は
　
　
高
い
も
の
で
は
な
い
。
上
に
述
べ
た
廃
棄
に
つ
い
て
の
一
般
的
結
論
も

る
か
に
大
き
い
。
そ
れ
で
も
変
化
の
方
向
だ
げ
は
六
二
年
以
後
も
一
　
　
こ
の
よ
う
た
精
度
の
も
の
で
し
か
な
く
、
し
た
が
っ
て
こ
の
点
に
っ
い

致
し
て
お
り
、
六
二
年
を
基
準
に
指
数
を
作
れ
ぱ
両
者
は
ほ
ぼ
重
な
　
　
て
は
あ
ま
り
結
論
を
急
が
ず
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
残
し
て
お
き

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
な
断
層
は
ど
こ
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
　
　
　
　
　
二
、
市
況
の
動
向

次
の
よ
う
な
諸
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
、
実
際
の
廃
棄
高
は
完
　
　
固
定
資
本
投
資
を
規
定
す
る
大
き
な
要
因
の
一
っ
は
市
況
の
動
向
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

全
た
と
り
っ
ぶ
し
部
分
だ
げ
で
あ
る
の
に
対
し
、
引
当
金
取
崩
し
額
の
　
　
あ
る
。
市
場
に
お
げ
る
需
要
の
強
さ
を
近
似
的
な
諸
指
標
に
よ
っ
て
検

内
に
は
更
新
部
分
も
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
更
新
部
分
に
く
ら
べ
　
　
討
し
て
み
よ
う
。

て
完
全
な
と
り
っ
ぶ
し
部
分
の
比
重
が
高
ま
れ
ば
こ
の
よ
う
な
ち
が
い
　
　
　
○
ｏ
　
消
費
需
要
の
動
向

が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
減
価
償
却
が
ど
の
程
度
進
ん
だ
段
階
　
　
　
ま
ず
消
費
手
段
市
場
の
動
向
を
検
討
し
よ
う
。
表
１
０
は
個
人
消
費
支

で
廃
棄
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
同
一
の
固
定
資
本
で
あ
っ
て
も
引
当
金
　
　
出
の
変
動
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

の
取
崩
し
額
の
大
き
さ
は
異
な
る
。
全
額
償
却
さ
れ
た
も
の
と
半
分
だ
　
　
　
一
般
的
に
い
え
ぱ
、
消
費
支
出
は
相
対
的
に
安
定
し
て
い
る
・
四
九

げ
償
却
さ
れ
た
も
の
と
で
は
、
後
者
の
引
当
金
取
崩
し
額
は
前
者
の
半
　
　
午
・
五
四
年
の
景
気
後
退
時
に
は
伸
び
率
が
若
干
低
下
す
る
も
の
の
絶

分
で
し
か
た
い
。
こ
の
点
は
ニ
ユ
ー
ポ
ー
ト
．
ニ
ュ
ー
ズ
杜
に
か
ぎ
ら
　
　
対
額
は
低
下
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
他
の
景
気
後
退
時
に
は
伸
び

ず
二
般
に
引
当
金
取
崩
し
額
を
廃
棄
の
指
標
と
す
る
場
合
に
必
ず
っ
　
率
志
と
ん
ど
低
下
し
て
い
な
い
。
ま
た
逆
に
繁
栄
期
で
も
六
五
工
一

き
ま
と
う
間
題
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
に
若
干
急
速
な
増
大
が
み
ら
れ
る
も
の
の
・
特
に
い
ち
じ
る
し
い
増

　
し
か
し
、
図
４
に
み
ら
れ
る
断
層
が
右
の
ど
の
理
由
に
よ
る
か
は
さ
　
　
大
は
み
ら
れ
た
い
の
で
あ
る
。

だ
か
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
品
目
別
に
み
れ
ぱ
、
耐
久
消
費
財
へ
の
支
出
は
き
わ
め
て
変

　
し
た
が
っ
て
図
３
の
固
定
資
本
の
廃
棄
の
指
標
の
信
頼
度
は
あ
ま
り
　
　
動
が
大
き
く
、
景
気
後
退
時
に
は
絶
対
的
低
下
や
停
滞
が
み
と
め
ら
れ

　
　
　
　
第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
げ
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
昂
面
の
彫
態
に
１
っ
い
て
（
田
中
）
　
　
八
五
　
（
八
六
七
）



’

動変の出支費消人個
１
０表

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

財久耐内出支費消人個

比年前対
％
３

　
２
・

８

３
．

■

６

０
．

１

８

０
一

１

”４

２
・

１

肺
洲１

４
・

１

“
Ｈ５

３
・

１

３

３
・

１

レ

～億

３５４

６３４

２８４

４３５

７８５

０６６

３０７

０３７

３３８

８９８

３１９

６３０１

４７１１

比年前対
％
５

　
４
．

洲
”
”
“
“
“
“
”
“
Ｈ
阯
”

レノド億
年

２５２３

８６３３

４５５３

８３７３

９８９３

１３３４

９５６４

３２９４

６６３５

０６７５

６７１６

２７６６

５６２７

０６９１

６
１

６
２

６
３

６
４

６
５

６
６

６
７

６
８

６
９

７
０

７
１

７
２

財久耐内出支費消人個

比年前対
一～

億

％

３Ｌ１

“０

４
・

２

０

３
・

一

０

１
一

一

３

３
一

１

２

１
一

一

７

０
一

２

８Ｌ一

“１

７
一

一

９

６
一

１

４０２

７２２

６４２
Ｆ
０

０３

６９２

３９２

２３３

８２３

６９３

９８３

８０４

９７３

３４４

比年前対
一～

億

％

阯
“
洲
阯
”
い
”
“
蝸
Ｈ
ｕ
“

７０６１

６３７１

８６７１

０１９１

３６０２

７６１２

００３２

５６３２

４４５２

７６６２

４１８２

１０９２

２ーユ３

年

７４９１

４
８

４
９

５
０

５
１

５
２

５
３

５
４

５
５

５
６

５
７

５
８

５
９

て
　
肥
肌
岬
　
ｍ

泌
丁
鴛
舳

き
　
０
Ｆ
Ｓ
口
ｙ
　
、

鎚
ｓ
・
ｂ
ｍ

誤
町
鴛
Ｇ

の
　
Ｏ
Ｕ
Ｏ
伽
　
の

に
Ｃ
。
・
汕
号

カ
Ａ
猛
明
。

∴
ｍ
ｍ
Ｈ
儀

赫
・
。
臓
一
り

が
　
服
Ｐ
ｍ
　
湖
よ

差
Ｄ
・
口
ｍ
－
・

誤
　
Ｎ
Ａ
Ｃ
・
　
Ｓ
Ｓ
伽

の
。
Ａ
（
１
　
Ｅ
ｔ

干
る
・
ｅ
・
ｍ
ｍ
蝋

葛
・
。
瓢
黒

篶
慌
洲
．
Ｈ
鴬

諒
鴛
、
服
眺

に
え
Ｎ
批
飢
　
Ｃ
ｎ

え
か
－
Ｏ
甘
捌
Ｆ
伽

替
つ
〃
５
Ｔ
　
Ｏ
岬

舳
糺
Ｎ
蝸
の
黒

の
も
肥
い
９
　
Ｒ
・

料
て
Ｔ
９
２
跳
　
Ｓ
Ｇ
釦

資
し
　
１
Ｎ
　
　
　
ｎ

は
視
は
　
酊
　
は
・
。

間
無
て
醐
Ｕ
　
て
ｅ
ｒ

の
り
い
Ｔ
Ｂ
。
い
Ｐ

篤
鶉
鳩
な

６
の
年
　
Ｒ
り
年
ｔ

驚
ｍ
ｍ
繍

－
一
一
Ｕ
Ｏ
Ｔ
１
Ｐ

唯

　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
（
八
六
八
）

る
。
た
だ
、
耐
久
消
費
財
へ
の
支
出
が
し
め
る
比
率
が
六
〇

年
で
一
三
・
九
％
と
比
較
的
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
増
減

は
全
体
の
指
数
に
は
あ
ま
り
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い

な
い
に
す
ぎ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
た
消
費
支
出
の
相
対
的
な
安
定
は

産
業
循
環
の
分
析
に
際
し
て
需
要
の
強
さ
の
変
化
を
無
視
す

る
こ
と
を
ゆ
る
す
で
あ
ろ
う
か
。
答
は
否
で
あ
る
。

　
図
５
は
産
業
循
環
の
諸
局
面
と
需
要
の
強
さ
と
の
関
係
を

示
す
た
め
に
掲
げ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
先
に
述
べ
た
産
業

循
環
の
各
局
面
と
需
要
の
強
さ
と
の
関
係
は
明
目
で
あ
り
、

恐
慌
、
不
況
局
面
（
四
九
～
五
二
年
、
五
八
～
六
一
年
）
で
は
需

要
は
相
対
的
に
弱
ま
り
、
活
況
、
繁
栄
局
面
で
は
逆
に
強
ま

っ
て
い
る
。

　
も
と
よ
り
こ
の
図
は
正
確
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
指
数

は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
消
費
支
出
の
各
項
目
を
売
上
高
で
割
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
本
来
は
こ
の
指
数
は
一
〇
〇
に
な
ら
な
げ
れ
ぱ

な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
売
上
高
統
計
が
卸
売
の
数
字
で
あ
っ

た
り
、
ま
た
全
小
売
を
網
羅
し
て
い
な
か
っ
た
り
し
て
、
需

要
が
供
給
の
二
倍
近
い
大
き
さ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
差
は



）
出
　
高
支
上費

　
売消

（
化変のさ強の要需５図

－－．’
’

’
’、

’

’、

．．■’
’’

　
　
、

、
、

４
１

　
／　

１

　
　
、

　
へ

　
’

　
１

　
１

　
ー

　
　
ソ

　
＼

　
へ

　
／

　
、

　
＼

一
－－’’‘

’一

、、、
」

ｖ

！

！

　
！

＼
＼

へ’
’

、へ一－＼
へ！｝

、
、

、１ｉ
■１’

’’’
’、，』

、

、
、’’

｝

、
、

品
品
類

料
料
具

食
衣
家

二
一

２１０７９８７６５４３２１０６９８７６５４３２１０５９８７４９１

２
５

００２

０５１

Ｏ０１

率
比

地
た

た
－

つ
畜

割
で

で
高

高
上

上
売

売
の

の
商

業
売

企
小

を
を

出
出

支
支

費
費

抑
の

民
民

国
国

は
は

て
て

つ
つ

に
に

年
乍

６
３
７
２～

～

４
７
６
１

１
９
蝸
率

唯

ｍ
箒
惚
脳
鳩

舳
礁
筑
黒

　
Ｓ
Ｓ
Ｃ
ｇ
ｎ
　
　
罰
Ｃ

Ｅ
Ｅ
　
　
　
１
ｎ
　
　
Ｕ
１
　
．

ｍ
撚
篶
ｍ
膿

　
Ｓ
Ｏ
・
。
ｍ
ぱ
Ｅ
Ｐ
よ

淋
黒
一
黒

ｍ
慌
饒
吋
。
・
岬

Ｍ
Ｅ
鴛
ぽ
・
Ｐ
伽

Ｅ
・
冊
。
。
駒
冊
側
賄

ｍ
Ｈ
・
。
川
ば
鴛
び

篶
黛
鷲

　
Ｎ
眺
酊
吋
Ｃ
　
　
い
甘
的

鳥
躰
一
ト
成
り
号
帆

３
年
貰
ｍ
血
・
雌
２
年
３
月
伽

６
　
　
　
１
Ｅ
ｄ
　
　
　
　
７
　
　
血

篶
一
製
蒸

　
表
ｕ
は
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
杜
の
年
問

売
上
高
を
在
庫
高
で
割
る
こ
と
に
よ
り
、
在

庫
品
の
回
転
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

在
庫
品
は
原
材
料
と
完
成
品
の
二
種
類
に
大

別
で
き
る
が
、
回
転
数
を
算
出
す
る
た
め
に

は
、
正
し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
払
出
し
高
を
そ

れ
ぞ
れ
の
在
庫
高
で
割
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
こ
の
指
標
も
近
似
的
な
も
の
で

し
か
た
い
。

　
表
ｕ
を
み
る
と
在
庫
品
の
回
転
率
は
五
五

年
、
六
五
年
を
頂
点
と
し
て
循
環
的
波
動
を

示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
恐
慌
期
の
低
下
、

不
況
期
の
回
復
と
停
滞
、
活
況
期
の
上
昇
、

繁
栄
初
期
の
ピ
ー
ク
と
繁
栄
末
期
の
低
下
、

右
の
要
因
の
他
に
、
価
格
変
動
と
在
庫
の
増
減
に
よ
っ
て
も
説
明
さ
れ
　
　
恐
慌
期
の
低
下
と
い
う
バ
タ
ー
ソ
で
あ
る
。

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
循
環
的
波
動
は
五
〇
年
代
初
期
に
は
朝
鮮
戦
争
の
影
響
に
よ
り

　
こ
の
よ
う
た
需
要
の
強
さ
の
変
化
は
在
庫
品
の
回
転
状
況
に
反
映
さ
　
　
変
形
を
こ
う
む
っ
た
。
す
な
わ
ち
戦
争
開
始
時
の
異
常
た
高
ま
り
と
、

れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
争
終
結
に
よ
る
五
四
年
の
低
下
で
あ
る
。

　
似
　
在
庫
品
の
回
転
状
況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
庫
品
の
回
転
状
況
一
」
お
げ
る
Ｕ
．
Ｓ
．
ス
テ
ィ
ｉ
ル
型
の
変
動
は
、

　
　
　
　
第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
げ
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
形
態
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
八
七
　
（
八
六
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

第
－
部
門
の
諾
企
業
で
は
ほ
ぼ
一
般
的
バ
タ
ー
ソ
と
み
た
し
う
る
。
し

か
し
第
－
部
門
の
多
く
の
企
業
で
は
一
般
的
に
変
動
の
幅
は
小
さ
く
、

か
つ
活
況
期
か
ら
繁
栄
末
期
ま
で
回
転
率
上
昇
の
傾
向
が
続
く
。
こ
れ

は
先
に
述
べ
た
消
費
需
要
の
相
対
的
安
定
と
関
係
し
て
い
る
も
の
上
思

わ
れ
る
。

　
胸
　
操
業
度
と
固
定
資
本
の
回
転
状
況
の
変
動

　
需
要
の
強
さ
は
最
終
的
に
は
企
業
の
操
業
度
、
固
定
資
本
の
回
転
状

　
例

勘
の

庫
０
Ｎ

在
１

／
蛆

高
Ｒ

上
Ｏ

売
肥

（
Ｏ

況
Ｃ

状
肌

転
皿

回
Ｓ

の
Ｓ

　
Ｅ
品
丁

庫
Ａ

　
Ｔ
在
Ｓ

　
Ｄ

ｕ
皿

表
Ｍ

　
Ｕ

度

％

」

Ｆ
ｏ
Ｏ

９
９
７
５
１
３
．

業

一
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｊ

１
７
一
７
６
８
４

操

８
８
９
８
８
ｏ
◎
７
７

１
年

４
Ｆ
ｏ
６
７
８
Ｑ
ｕ
０
１
↓

＾
■
Ｏ
（
０

’
０
７
’
７
‘

１

■
－

度

％

業
２
５
１
４
１
６
４
０
．
　
　
　
■
　
　
　
・

８
４
５
１
０
７
１
１
↓
３

操

８
８
７
８
８
７
８
８

１
年

（
０
７
１
８
ｏ
Ｊ
０
１
・
一

２
ｏ
ｏ

Ｅ
り
一
」
Ｕ
ｃ
Ｕ

（
Ｏ
（
Ｏ
（
Ｏ

１

■
－

度

％

７
７
９
１
８
５
１
０
一

業操

２
一
２
１
一
５
２
一
５
４
０
■
９
８
９
９
９
９
８
９
一

、
年

８
９
０
１
２
Ｑ
ｄ
４
５

４
４
９

Ｆ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｆ
０

Ｆ
〇
一
Ｌ
Ｕ
Ｆ
Ｏ

１

八
八
　
（
八
七
〇
）

〒

率

９
０
８
６
５
２
９
８

転

６
６
４
５
５
５
５
６
一

回

１
年

５
６
７
８
９
０
１
２

”
ｏ
（
ｏ
（
ｏ
（
ｏ
’
０
７
‘
７
７
１

９１

ｌ
Ｉ

率

４
７
２
０
０
２
７
６
８

転

８
一
６
一
５
６
５
４
４
一
５
一
５
一

回

１
年

６
７
８
９
０
１
２
３
４

５
５
５
５
６
６
６
６
６

９１

１
－

‘

率

３
３
２
５
８
４
６
９
６

転

７
７
６
７
８
７
一
７
一
６
一
８
一

回
１

年

７
８
９
０
１
２
３
４
５

４
４
４
５
５
５
５
５
５

９１

隷

７～
Ｎ

４
８
１
０

１
９
Ｔ，

Ａ

Ｌ
Ｒ

皿
則

Ｎ
Ｏ
Ｒ

Ａ
Ｃ
　
．

Ｍ
Ｌ
成

Ｌ
Ｅ
作

１
Ａ
皿
り

Ｒ
Ｓ
よ

卿
膿

Ｄ
Ａ
文

１
Ｎ
Ｔ
借

Ｓ
Ｓ
貸

平
Ｅ
Ｄ
，

０
Ｄ
皿
書

Ｏ
Ｎ
算

Ｍ
Ｕ
計

〕注〔

化変の度業操
１
２表

況
に
反
映
さ
れ
る
。

　
在
庫
品
の
回
転
状
況
は
、
市
場
予
測
技
術
の
進
歩
や
在
庫
管
理
技
術

の
向
上
に
よ
り
、
極
端
た
過
剰
在
庫
の
増
大
を
示
さ
な
く
な
っ
た
。
し

か
し
「
調
整
さ
れ
た
在
庫
」
は
逆
に
生
産
資
本
の
彩
態
で
の
資
本
過
剰

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
表
１
２
は
製
造
業
の
操
業
度
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
五
八
年
恐
慌
以
後
六
〇
年
代
循
環
に
お
げ
る
操
業
度
の
変
化
は
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
年
恐
慌
時
の
激
落
、
五
九
ｚ
六
一
年

　
号

　
月

　
１
０。

年

る
１

あ
９
７

で
１

値
Ｎ

均
ｍ

平
皿

の
Ｌ

期
Ｕ

半
Ｂ

四
冊

３
Ｒ

第
ｓ
Ｅ～

Ｅ
成

１
Ｒ
作

沸
覚

制
服

１
Ｄ
８
１

９
７
Ｅ
７

１
Ｆ
仏

ジ唯

の
不
況
期
の
急
速
に
回
復
に
向
い
つ
つ

も
完
全
に
回
復
し
き
ら
ず
、
前
循
環
の

ピ
ー
ク
よ
り
は
る
か
に
低
い
水
準
で
の

不
安
定
た
動
揺
、
．
六
二
・
三
年
の
活
況

期
の
本
格
的
上
昇
開
始
、
六
四
年
以
後

の
繁
栄
期
の
急
速
な
上
昇
と
六
六
年
の

ピ
ー
ク
、
そ
れ
に
続
く
繁
栄
末
期
の
ゆ

る
や
か
な
低
下
、
七
〇
年
恐
慌
で
の
激

落
と
い
う
バ
タ
ー
ソ
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
明
ら
か
に
四
局
面
交
替
の
循
環
的
変

動
が
現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。



　
こ
れ
に
対
し
て
五
〇
年
代
循
環
で
は
朝
鮮
戦
争
時
の
異
常
な
操
業
度

の
高
さ
が
目
に
つ
く
も
の
の
、
五
五
年
以
後
は
ピ
ー
ク
と
そ
れ
に
続
く

繁
栄
末
期
の
ゆ
る
や
か
な
低
下
、
五
八
年
の
恐
慌
的
低
落
と
い
う
六
〇

年
代
循
環
の
後
半
部
分
と
同
じ
バ
タ
ー
ソ
が
認
め
ら
れ
る
。

　
表
１
３
は
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
杜
の
固
定
資
本
の
回
転
状
況
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
売
上
高
を
有
彩
固
定
資
産
総
額
で
割
っ
た

も
の
を
指
標
と
し
た
が
、
売
上
高
の
中
に
。
は
流
動
資
本
の
価
値
移
転
部

分
や
剰
余
価
値
部
分
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
と
固
定
資
本
の
価
値

移
転
部
分
と
の
構
成
比
が
変
化
し
た
場
合
に
は
こ
の
指
標
は
固
定
資
本

の
回
転
状
況
を
正
確
に
反
映
し
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
指
標
も

近
似
的
な
も
の
で
し
か
な
い
。

　
表
１
３
か
ら
、
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
杜
の
固
定
資
本
の
回
転
状
況
が

操
業
率
の
変
化
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
六

〇
年
代
の
循
環
で
は
、
五
八
年
の
恐
慌
的
低
落
と
六
一
年
ま
で
の
不
況

期
の
停
滞
、
活
況
期
の
本
格
的
上
昇
開
始
、
繁
栄
初
期
（
六
五
年
）
の

ピ
ー
ク
と
繁
栄
末
期
の
ゆ
る
や
か
な
低
落
と
い
う
バ
タ
ー
ソ
が
認
め
ら

れ
る
し
、
ま
た
五
〇
年
代
の
循
環
で
は
、
前
半
は
朝
鮮
戦
争
の
影
響
で

異
常
な
高
回
転
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
五
五
年
の
ピ
ー
ク
以
後
は
繁
栄

末
期
の
ゆ
る
や
か
な
低
下
、
五
八
年
の
恐
慌
的
低
落
と
い
う
循
環
後
半

部
分
の
通
常

の
バ
タ
ー
ソ

が
認
め
ら
れ

る
。　

こ
の
よ
う

な
Ｕ
・
Ｓ
・

ス
テ
ィ
ー
ル

型
の
変
化
を

示
す
の
は
前

記
の
二
四
杜

中
一
二
杜
を

　
（
１
１
）

数
え
、
さ
ら

）
一

／
ｃ
例

塵
の

資
０
Ｎ

定
－

固
虹

財
。
。

鯨ポ鷲鴛瓢

醍
Ｅ
・

　
１
Ｔ

３
Ｎ

１
　
Ｕ

表
一

率

９
１
８
０
３
３
１
０
４

転

５
６
５
５
５
５
５
５
５

回

Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０
０
０
０

年

４
５
６
７
８
９
０
１
２

６
６
６
６
６
６
７
７
７

９１
１

率

０
８
４
１
１
８
０
３
４

転

９
８
８
６
６
５
５
５
５

回

０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
年

５
６
７
８
９
０
１
２
３

５
５
５
５
５
６
６
６
６

９１

１
，
，

．
１
１

率

８
８
４
５
２
０
０
２
４

転

５
７
８
７
９
０
８
９
７

回

０
０
０
０
０
１
０
０
０

１
年

６
７
８
９
０
１
２
３
４

４
４
４
４
５
５
５
５
５

９１

■

藤

７～
Ｎ

６
０

４９
Ｔ
ユ
Ａ

　
Ｒ
Ｌ
Ｏ

Ａ
Ｐ

Ｕ
Ｒ

Ｎ
Ｏ

Ａ
Ｃ
　
　
ｏ

Ｍ
皿
成

Ｌ
Ｅ
作

Ａ
Ｔ
り

　
Ｓ

Ｒ
　
　
よ

肛
跳
表

Ｕ
Ｔ
照

Ｄ
Ａ
対

Ｎ
町
借

Ｓ
　
　
貸

　
Ｄ
Ｙ
Ｅ

Ｏ
Ｄ
１
Ｔ
書

Ｏ
Ｎ
算

Ｍ
Ｕ
計

注〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
活
況
期
に
回
転
率
上
昇
が
み
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
の
み
異
な
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
ぱ
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
型
の
変
型
と
も
い
う
べ
き
も
の
六
杜
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
の
類
似
型
二
杜
が
加
わ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
型
の
変
化
を
固
定
資
本
の
回
転
状
況
の
変
動
の
一
般
的
形
態
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
、
市
況
の
動
向
を
個
人
消
費
需
要
の
変
化
、
在
庫
品
の
回
転
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
況
、
操
業
度
と
固
定
資
本
の
回
転
状
況
の
諸
指
標
を
通
じ
て
検
討
し
た

第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
げ
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
形
態
に
っ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
八
九
　
（
八
七
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

が
、
こ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
結
論
は
、
恐
慌
期
の
急
激
な
市
況
の
悪

化
、
不
況
期
の
不
安
定
た
上
下
運
動
を
と
も
な
っ
た
一
般
的
停
滞
、
活

況
期
の
好
転
、
繁
栄
初
期
の
ピ
ー
ク
と
そ
れ
に
続
く
ゆ
る
や
か
な
悪
化
、

恐
慌
期
の
急
速
な
悪
化
と
い
う
約
十
年
周
期
の
市
況
の
循
環
運
動
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
市
況
の
変
化
は
、
企
業
の
固
定
資
本
投
資
を
規
定

す
る
重
要
な
一
要
因
で
あ
る
。

　
　
　
三
、
利
潤
率
の
変
動

　
固
定
資
本
投
資
を
規
定
す
る
も
う
一
つ
の
大
き
な
要
因
は
利
潤
率
の

動
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
投
下
資
本
に
対
す
る
利
潤
率
の
変
化
と
そ

の
原
因
、
及
び
利
潤
の
変
動
が
固
定
資
本
投
資
に
与
え
る
影
響
を
検
討

し
よ
う
。

　
○
い
　
投
下
資
本
に
対
す
る
利
潤
率
の
変
動

　
表
１
４
は
有
捗
固
定
資
産
に
対
す
る
営
業
利
益
の
割
合
を
指
標
と
し
て

い
る
。
こ
こ
で
投
下
資
本
を
有
彫
固
定
資
産
に
限
っ
た
の
は
計
算
の
簡

略
化
の
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
他
に
流
動
資
産
の
諸
勘
定
（
現
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

預
金
、
売
掛
金
、
受
取
手
彩
、
在
庫
高
）
が
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
有
彩
固
定
資
産
～
＼
Ｏ
だ
げ
で
計
算
し
て
も
利
潤
率
の
循
環
的
変

動
を
ほ
ぽ
正
し
く
表
わ
し
う
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
一

　
表
１
４
の
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
杜
で
は
、
利
潤
率
の
循
環
的
変
動
は

九
〇
　
（
八
七
二
）

特
に
六
〇
年

代
の
循
環
に

は
明
白
に
現

れ
て
い
る
。

す
た
わ
ち
、

五
八
年
の
恐

慌
的
低
落
の

後
、
六
一
年

ま
で
の
不
況

期
の
ひ
き
つ

づ
く
低
下
、

活
況
期
の
本

）
益利業営

（
Ａ Ｃ

４
一

産
例

資
の

定
０
Ｎ

固
皿

率潤Ｕ禾るす対に本資下投
１
４表

ＲＯＰＲＯＣＬＥＥＴＳＳＥＴＡＴＳＤＥＴＩＮＵ
－

率

％

７
７
０
１
一
２
７
０
４

閏

言
ｕ

６
一
５
３
４
３
１
２
２

禾
１

年

５
６
７
８
９
０
１
２

（
ｏ
＾
ｏ
６
’
ｏ
６
７
７
７
１

９１

■
率

％

１
６
３
９
７
４
７
６
４

閨

～
リ

４
一
５
０
７
８
５
４
５
６

禾

１
■
１
■
１
上

１
年

６
７
８
９
０
１
２
３
４

５
５
５
５
６
６
６
６
６

９１

１
率

％

８
９
２
９
５
６
１
９
３

閨

？
ｕ

７
７
９
３
６
６
３
８
６

１
↓
１
１
一

１

１

禾
、

年

７
８
９
０
１
２
３
４
５

４
４
４
５
５
５
５
５
５

９１

澱

イ
Ｎ

４
８
０

９
１

１
Ｔ

　
Ａ

Ｌ
Ｒ

Ａ
Ｏ

Ｕ
Ｐ

Ｎ
Ｏ
Ｒ

Ａ
Ｃ

Ｍ
Ｌ
成

肌
撚

Ｒ
Ｓ
よ

醤
賊ｍ

鱗

Ｓ
Ｓ
貸

Ｙ
肋

Ｏ
Ｄ
１
Ｔ
書

Ｏ
Ｎ
算

Ｍ
Ｕ
計

〕注〔

格
的
上
昇
開
始
と
六
五
年
の
ピ
ー
ク
、
繁
栄
末
期
の
低
下
傾
向
と
七
〇

年
恐
慌
に
よ
る
低
落
と
い
う
バ
タ
ー
ソ
は
四
つ
の
循
環
局
面
と
完
全
に

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
五
〇
年
代
の
循
環
で
も
前
半
、
と
り
わ
げ
五
〇

・
五
一
年
は
朝
鮮
戦
争
の
影
響
を
う
げ
て
異
常
な
高
利
潤
が
み
ら
れ
る

も
の
の
、
五
五
年
の
ピ
ー
ク
以
後
の
循
環
の
後
半
部
分
は
先
の
バ
タ
ー

ソ
に
完
全
に
合
致
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
型
の
変
動
を
示
す
の
は
二
四
杜



　
　
　
（
１
５
）

中
一
六
杜
で
あ
り
、
さ
ら
に
活
況
期
に
も
上
昇
し
な
い
と
い
う
点
だ
け
　
　
操
作
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
損
益
計
算
書
に
・
表
示
さ
れ
た
利
潤
は
毎
年

を
異
に
し
て
、
そ
の
他
の
局
面
で
は
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
イ
ー
ル
型
の
動
き
　
　
同
一
の
会
計
規
準
で
計
算
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
次
に
示

を
示
す
も
の
が
紅
あ
る
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と
・
我
・
は
・
…
す
資
料
の
信
愚
性
圭
の
よ
う
を
の
と
し
て
考
え
な
げ
れ
窪
ら
な

ス
テ
ィ
ー
ル
型
の
利
潤
率
の
変
化
を
一
般
的
傾
向
と
考
え
て
よ
い
で
あ
　
　
い
で
あ
ろ
う
。

ろ
う
。
　
　
．
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
６
は
ゼ
ネ
ラ
ル
．
モ
ー
タ
ー
ス
杜
を
例
に
と
り
、
売
上
高
に
対
す

　
し
か
し
こ
の
よ
う
に
い
っ
て
も
、
第
－
部
門
で
は
利
潤
率
の
循
環
的
　
　
る
営
業
利
益
及
び
売
上
原
価
、
管
理
販
売
費
、
人
件
費
の
割
合
を
示
し

運
動
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
一
般
に
変
動
の
巾
は
小
さ
く
比
較
的
安
定
　
　
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
で
は
分
母
に
売
上
高
を
と
っ
た
こ
と
か
ら
資

し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
の
回
転
率
の
影
響
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
と
い
っ
て
も
固
定
的
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

　
吻
　
利
潤
率
変
動
の
規
定
要
因
　
　
原
価
と
回
転
率
　
　
　
　
　
　
部
分
に
つ
い
て
は
回
転
率
り
ち
が
い
に
よ
っ
て
原
価
に
し
め
る
比
率
が

　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
投
下
資
本
に
対
す
る
利
潤
率
の
変
化
は
ど
の
　
　
変
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
か
ぎ
り
で
は
回
転
率
の
影
響
が
完
全
に

よ
う
た
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
排
除
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
一
応
は
剰
余
価
値
率
、
資
本

　
利
潤
率
を
規
定
す
る
要
因
は
剰
余
価
値
率
と
資
本
の
有
機
的
構
成
と
　
　
の
有
機
的
構
成
、
価
格
水
準
と
い
っ
た
も
の
が
主
要
な
規
定
因
を
た
し

資
本
の
回
転
率
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
現
実
の
利
潤
率
は
価
格
（
労
働
力
、
　
　
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

原
材
料
及
び
製
品
価
格
）
変
動
を
通
じ
て
現
れ
る
。
ま
た
企
業
利
潤
の
内
　
　
　
図
６
を
見
て
頂
こ
う
。
営
業
利
益
率
の
動
き
に
・
っ
い
て
結
論
と
し
て

に
は
そ
の
国
で
、
そ
の
年
に
生
産
さ
れ
た
剰
余
価
値
の
他
に
、
帝
国
主
　
　
言
え
る
こ
と
は
、
恐
慌
期
の
激
落
、
不
況
期
の
停
滞
、
活
況
期
の
上
昇
、

義
的
超
過
利
潤
や
、
過
去
に
生
産
さ
れ
た
価
値
の
収
奪
部
分
も
含
ま
れ
　
　
繁
栄
初
期
の
ピ
ー
ク
と
繁
栄
末
期
の
ゆ
る
や
か
な
低
下
で
あ
る
。
四
九

て
い
る
。
こ
の
よ
う
た
複
雑
た
企
業
利
潤
を
分
析
す
る
の
に
、
筆
者
は
　
　
年
恐
慌
時
は
消
費
者
信
用
緩
和
策
が
大
々
的
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ

企
業
が
公
表
し
た
損
益
計
算
書
し
か
も
ち
合
せ
て
い
た
い
。
こ
と
わ
る
　
　
っ
て
、
自
動
車
産
業
で
は
五
〇
年
ま
で
売
上
高
と
と
も
に
利
潤
率
も
上

ま
で
も
な
く
、
企
業
決
算
で
一
番
盗
意
性
が
強
い
の
は
利
潤
に
対
す
る
　
　
昇
す
る
。
し
か
し
そ
の
後
は
五
四
年
ま
で
高
氷
準
を
保
ち
な
が
ら
も
低

　
　
　
　
第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
け
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
形
態
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
九
一
　
（
八
七
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

九
二
　
（
八
七
四
）

下
傾
向
が
続
キ
葦
に
五
。
年
代
循
難
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
。
醸

環
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
五
六
・
七
年
の
　
管
の
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
一
の

轟
低
下
傾
向
蔓
一
一
年
∴
嚇
一
＼
－
、
、
い
作
ダ
～
　
ノ
、
２
淋

恐
慌
期
に
急
落
す
る
。
そ
の
後
六
一
年
ま
　
　
価
瞳
肌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
岨
０
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
禾
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
舳
服

で
は
や
や
回
復
し
た
水
準
で
停
滞
を
示
す
　
　
上
業
服
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
Ｍ
Ｃ
Ｏ

牟
六
二
年
か
ら
上
昇
に
転
じ
て
六
三
年
続
碓
・
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
叢

に
早
く
も
ピ
と
達
し
養
六
五
年
附
撹
　
　
　
一
一
一
一
誓
一
一
二
般
管
一
一
売
費
　
洲
・
。
一
一
。

一
讐
ギ
一
一
汽
瓢
一
＼
《
篶
ズ
。
、
〃
い
ぐ
・
繋
撚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
営
業
利
益
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
　
　
Ｍ
版
計

で
続
苧
七
。
年
の
恐
慌
期
に
は
激
落
を
酬
・
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
湖

示
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
８
９
５
０
　
２
３
４
５
６
７
８
９
６
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
７
１
２
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

　
こ
の
よ
う
な
ゼ
ネ
ラ
ル
．
モ
ー
タ
ー
ス
型
の
変
動
を
み
せ
る
の
は
二
　
　
し
て
い
る
企
業
が
数
杜
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
１
８
）

四
杜
中
一
〇
杜
で
あ
り
、
こ
れ
に
活
況
期
に
も
利
潤
率
の
上
昇
を
示
さ
　
　
　
第
二
に
、
長
期
的
視
点
か
ら
五
〇
年
代
と
六
〇
年
代
と
を
く
ら
べ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

た
い
と
い
う
点
以
外
は
同
じ
動
き
を
示
す
も
の
七
杜
を
加
え
る
と
、
大
　
　
低
下
傾
向
を
示
す
の
は
二
四
杜
中
九
杜
と
大
変
少
な
く
、
十
杜
が
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

体
Ｇ
．
Ｍ
型
の
変
動
を
一
般
的
傾
向
と
み
て
さ
し
っ
か
え
な
い
も
の
と
　
　
水
準
、
五
杜
が
上
昇
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
原
価
切
り
下
げ

思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
企
業
努
カ
が
強
く
現
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
の
売
上
高
に
対
比
し
た
利
潤
率
の
動
き
で
次
の
点
は
注
意
　
　
－
と
こ
ろ
で
こ
の
対
売
上
高
営
業
利
益
率
は
ど
の
よ
う
な
原
因
に
よ
っ

す
べ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
１
５
は
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
丁
タ
ー
ス

　
第
一
に
・
、
循
環
局
面
の
交
替
に
関
係
な
く
ほ
ぼ
一
定
の
利
潤
率
を
示
　
　
杜
の
対
売
上
高
営
業
利
益
率
の
前
年
に
く
ら
べ
て
の
増
減
と
、
そ
の
要
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Ｏ
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変
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１
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十
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十
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十
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一

４

３
．

■
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８

４
１

９１

４
９

５
０

５
１

５
２

５
３

５
４

５
５

５
６

５
７

５
８

５
９

６
０

ＮＯＴＡＲＯＰＲＯＣＳＲＯＴＯＭＬＡＲＥＮＥＧ版年
７
３

１
９

～
４
８

１
９Ｌ

Ａ
　
．

Ｕ
成

Ｎ
作

Ａ
り

Ｍ
よ

Ｌ
項

１
Ａ
事

服
雌

Ｕ
ｓ
悦

膿島

０
Ｄ
益

○
損

Ｍ
の注

第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
げ
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
彩
態
に
っ
い
て

因
と
し
て
の
諸
経
費
の
対
売
上
高
比
率
の
前
年
に
く
ら
べ
て
の
増
減
を

示
し
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
通
常
は
営
業
利
益
率
と
諸
経
費
の

比
率
は
逆
の
方
向
に
変
化
す
る
。

　
結
論
を
言
え
ぱ
、
第
一
に
営
業
利
益
率
は
売
上
原
価
の
比
率
の
変
化

に
規
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
売
上
原
価
に
管
理
販
売
費
を
加
え
た
も
の
と

対
比
す
れ
ぱ
両
者
の
相
関
々
係
は
き
わ
め
て
は
っ
き
り
現
れ
る
。
第
二

に
ー
人
件
費
の
影
響
は
あ
る
程
度
は
否
定
し
難
い
も
の
が
あ
る
。
繁
栄
の

末
期
に
人
件
費
の
比
率
は
増
大
し
、
こ
れ
に
営
業
利
益
率
の
低
下
が
対

応
し
て
い
る
。
し
か
し
利
潤
率
低
下
に
対
す
る
そ
の
比
重
は
た
か
だ
か

半
分
位
で
し
か
な
い
。
あ
と
半
分
以
上
は
別
の
要
因
に
よ
っ
て
原
価
が

上
昇
し
、
営
業
利
益
率
が
低
下
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
１
、
こ
の
人
件
費

な
る
項
目
は
す
べ
て
労
働
者
の
賃
金
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
資
本
家
の
仕

事
を
代
行
す
る
高
級
管
理
者
の
給
料
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
、
そ
れ
は
剰

余
価
値
か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
繁
栄
期
に
利
潤
を
喰
い
つ

ぶ
す
一
因
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と
労
働
者

の
賃
金
上
昇
が
恐
慌
の
直
接
の
原
因
で
あ
る
と
は
言
え
た
い
で
あ
ろ
う
。

　
今
ま
で
の
売
上
高
に
対
す
る
営
業
利
益
率
の
検
討
で
は
、
利
潤
率
に

影
響
を
及
ぽ
す
資
本
の
回
転
率
は
捨
象
さ
れ
て
い
た
。
今
や
回
転
率
の

影
響
を
検
討
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
（
田
中
）
　
　
　
九
三
　
（
八
七
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
図
７
で
は
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
杜
を
例
に
と
り
投
下
資
本
利
益

率
に
対
す
る
売
上
高
利
益
率
と
固
定
資
本
回
転
率
と
の
関
係
を
示
し
た
。

投
下
資
本
利
益
率
は
売
上
高
利
益
率
と
固
定
資
本
回
転
率
の
積
と
し
て

　
（
２
４
）

現
れ
る
。

４
　
　
　
３

２
　
　
１
一
回
乾
率
）

・
　
　
丁

率
　
　
例

閨
　
　
の

マ
利
　
　
Ｎ

高
　
℃

上
　
打

売
係
Ｒ

対
関
ｐ
ｏ

と
の
０
Ｒ

率
と
Ｃ

潤
率
Ｓ

利
転
０
Ｒ

本
回
Ｔ

　
　
○

資
本
Ｍ

下
資
Ｌ

投
定
Ａ

対
固
服

　
　
酬

７
　
　
Ｇ

図
　
　
一

率
　
率

益
率
転

利
益
回

本
利
本

資
高
資

下
上
定
・

投
士
冗
固

二
一

、一・
一－－一’＾

ハ
、

’

〔
・

・
ｒ

、
－、－・・

・－
－
　
一

－
、

’、

・－
’

、

　
　
　
　
、

　
　
　
　
、

　
　
　
、

　
　
　
、

　
　
　
■

　
　
　
』

　
　
　
、

　
　
　
’

　
　
　
’

　
　
　
’

　
　
　
’

　
　
　
’

　
　
　
　
’

　
　
　
　
‘

　
　
　
　
’

１
０
０

８
０

６
０

４
０

２
０
％
一
利
潤
率
一

２１０７９８７６５４３２１０６９８７６５４３
２
・１０５９８７６５

Ｌ趾
賊

冊
ｗ

Ｇ
Ｅ
よ

版
照

年
対

７
３
借～

貸

４
７
　
・

１
９
書

Ｌ
算

Ａ
計

Ｕ
益

Ｎ
損

Ａ
の

Ｍ
　
Ｎ
Ｌ
Ｏ

Ａ
Ｉ

Ｉ
Ｔ

Ｒ
Ａ

Ｔ
Ｒ

Ｓ
Ｏ

Ｕ
Ｐ

Ｄ
Ｒ

Ｎ
Ｏ

Ｉ
Ｃ

Ｓ
ｌ
　
Ｓ

Ｙ
Ｒ

Ｄ
Ｏ

Ｏ
Ｔ

Ｏ
Ｏ

Ｍ
Ｍ〕注〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
（
八
七
六
）

　
こ
の
図
を
検
討
す
る
と
、
投
下
資
本
利
益
率
は
短
期
的
に
は
主
と
し

て
売
上
高
利
益
率
の
変
動
に
規
定
さ
れ
る
が
、
長
期
的
に
は
固
定
資
本

回
転
率
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
図
を
み
て
み
よ
う
。

売
上
高
利
益
率
は
五
〇
年
代
も
六
〇
年
代
も
ほ
ぽ
同
じ
水
準
で
あ
る
の

に
対
し
、
回
転
率
は
六
〇
年
代
に
は
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
回
転
率
の
低
下
が
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
へ
か
げ
て
投
下
資
本

利
益
率
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
た
回
転
率
悪
化
の
影

響
に
よ
り
長
期
的
に
投
下
資
本
利
益
率
が
悪
化
し
た
企
業
は
二
四
杜
中

（
２
５
）

九
杜
、
さ
ら
に
回
転
率
悪
化
に
売
上
高
利
益
率
の
悪
化
が
重
な
っ
て
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

下
資
本
利
益
率
が
低
下
し
た
企
業
は
二
四
杜
中
五
杜
が
数
え
ら
れ
る
。

　
固
定
資
本
回
転
率
は
短
期
的
に
も
投
下
資
本
利
益
率
に
影
響
す
る
。

こ
の
回
転
率
の
循
環
的
変
動
は
先
に
述
べ
た
の
で
こ
こ
で
は
く
り
返
さ

た
い
が
、
簡
単
に
要
約
す
れ
ぱ
、
恐
慌
期
の
急
激
た
低
下
、
不
況
期
の

停
滞
、
活
況
期
の
上
昇
、
繁
栄
初
期
の
ピ
ー
ク
と
そ
れ
に
続
く
ゆ
る
や

か
た
低
下
、
恐
慌
期
の
急
落
で
あ
る
。
し
か
し
回
転
率
の
変
動
の
巾
は

売
上
高
利
益
率
の
変
動
の
巾
よ
り
は
る
か
に
小
さ
い
。
例
え
ぱ
固
定
資

本
回
転
率
が
前
年
の
半
分
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
え
た
い
。
た
普
な
ら
こ
の
よ
う
た
状
態
は
操
業
度
が
半
分
（
っ
ま
り

五
〇
％
以
下
）
に
た
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
は
一
九
二
九
年
恐
慌



を
も
し
の
ぐ
大
変
た
事
態
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
売
上
高
利
益
率
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
，
雑
　
版
山
一
Ｔ
ｗ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
７
年
慧
鷺

半
分
に
な
る
こ
と
は
し
ぱ
し
ぱ
言
け
ら
れ
る
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
　
徽
　
　
　
　
　
一
脇
烹
蹴

一
あ
、
そ
れ
ゆ
え
に
短
期
的
に
は
回
転
率
の
直
接
的
影
響
は
比
票
嚇
ギ
　
　
　
．
讐
撚
鳩

小
さ
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
Ｏ
Ｏ
　
投
　
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
血
版
Ｗ
訂

が
一
て
操
業
度
が
低
下
し
た
場
合
は
売
上
高
利
益
率
は
悪
化
す
る
。
し
麟
　
　
　
　
　
鋏
熟
膿
撫

い
篶
饒
む
篶
讐
讐
ｈ
紬
篶
蝋
　
　
　
　
繍
搬
概

た
ら
た
い
。
　
　
　
　
　
線
　
　
　
節
燃
灘

　
閉
　
利
潤
の
変
化
が
固
定
資
本
投
資
に
・
与
え
る
影
響
　
　
　
　
　
禾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
雌
雌
榊
皿
加
。
・
蜘
他
跳
Ｈ

固
霧
本
馨
－
利
潤
の
循
環
的
変
動
は
先
に
そ
れ
ぞ
れ
欝
し
て
酬
　
　
　
５
・
織
瀞
撚

き
た
。
今
や
両
老
の
関
係
が
検
討
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
利
潤
の
動
き
が
固
定
資
本
投
資
に
約
一
年
先
行
す
る
こ
と
は
今
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唯

　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

か
ら
言
わ
れ
て
き
た
。
図
８
は
こ
の
命
題
の
正
否
を
明
ら
か
に
す
る
で

あ
ろ
う
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
激
減
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
上
昇
時
に
は
固
定
資
本
投
資
増
大
に
先

こ
の
図
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
企
業
の
純
利
益
の
合
計
で
あ
る
。
こ
立
つ
て
利
潤
の
上
昇
が
み
ら
れ
る
こ
と
。
第
三
只
利
潤
の
ピ
、
ク
か

の
図
か
ら
得
ら
れ
る
結
論
は
・
第
一
に
、
恐
慌
時
に
は
利
潤
、
投
資
と
ら
の
転
換
点
は
繁
栄
局
面
の
比
較
的
初
期
に
現
れ
る
の
に
対
し
て
、
固

　
　
　
　
第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
げ
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
形
態
に
っ
い
て
一
田
中
一
　
九
五
一
八
七
七
一

Ｃ

１

６

’
１

ノ

）
、１

！
・’’

）

、

、

皿

Ｏ

１
’

｝

５

『
一

、

、

Ｆ

、

、

圧

土
口

Ｏ

０

０

Ｏ

５

Ｏ

Ｏ

２

１

１

６

’
‘
’
１
’
　
口

　
　
、
　
－
、
．
　
、
、

、

、

‘
．

’
’
’

’
｝

．
　
、

、
、

、

４
■

！
‘
１
‘
　
１
‘
１
，
　
　
‘
、

０

工

５

『

、

、

Ｆ

＾
’

盾

↓
Ｍ
口

Ｏ

Ｏ

Ｏ

５

ｏ
ｏ

２

１

１

３
’
■

１

‘

１
Ｊ

一

■
．
ノ、

０

、

６

（
’
‘
　
’

、

）

、

、

、

、

’

’
’、へレ

ｒ
’
，
１
　
１
’

Ｏ

『

５

Ｆ

＾

Ｂ

土
口

全

０

Ｏ

０

５

０

２

１

１



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
窮
五
エ
ハ
合
併
号
）

定
資
本
投
資
は
恐
慌
直
前
ま
で
増
大
を
続
げ
る
。
し
た
が
っ
て
利
潤
率

の
低
下
と
利
潤
額
の
停
滞
は
恐
慌
到
来
の
先
行
指
標
で
あ
る
と
と
も
に
、

固
定
資
本
投
資
に
対
し
て
も
一
定
の
否
定
的
役
割
を
は
た
す
も
の
と
思

わ
れ
る
。
以
上
の
三
点
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
カ
ー
ル
．
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
長
谷
部
文
雄
訳
、
　
一
九
ｒ
四
年
、

　
　
青
木
書
店
、
第
二
部
二
一
二
八
べ
ー
ジ
。

　
（
２
）
　
図
２
の
他
、
図
３
，
６
，
７
，
８
、
表
ｎ
，
１
３
，
１
４
に
つ
い
て
も
紙

　
　
面
の
都
合
上
、
代
表
例
の
み
を
掲
げ
た
。

　
（
３
）
　
、
・
・
ネ
ソ
タ
・
マ
イ
ニ
ソ
グ
、
　
ス
タ
ソ
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
、
，
Ｕ
・
Ｓ
．

　
　
ス
テ
ィ
ー
ル
、
ア
ル
コ
ア
、
ピ
ヅ
ツ
バ
ー
グ
・
プ
レ
ー
ト
・
グ
ラ
ス
、
デ

　
　
ュ
ポ
ソ
、
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
・
ぺ
－
バ
ー
、
グ
ツ
ド
イ
ヤ
ー
．
タ
イ

　
　
ヤ
、
Ｇ
．
Ｅ
，
Ｇ
・
Ｍ
、
ボ
ー
イ
ソ
グ
、
マ
ー
チ
ソ
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
・
レ

　
　
イ
ノ
ル
ズ
・
タ
バ
コ
の
一
四
杜
。

　
（
４
）
　
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
ニ
ァ
ィ
ム
バ
ー
、
　
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
．
ハ

　
　
ー
ヴ
ェ
ス
タ
ー
、
　
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
ズ
・
シ
ッ
ブ
ビ
ル
デ
ィ
ソ

　
　
グ
、
１
．
Ｂ
・
Ｍ
、
コ
ダ
ッ
ク
、
バ
ー
リ
ソ
ト
ソ
・
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ー
・

　
　
ク
ル
ー
エ
ト
・
ピ
ー
バ
デ
ィ
ー
の
七
杜
。

　
（
５
）
　
四
六
年
の
ア
ル
コ
ア
、
デ
ュ
ポ
ソ
、
グ
ヅ
ド
イ
ヤ
ー
．
タ
イ
ヤ
・
Ｇ

　
　
．
Ｅ
、
ボ
ー
イ
ソ
グ
、
マ
ー
チ
ソ
、
五
三
年
の
ア
ル
コ
ア
、
六
七
年
の
１

　
　
．
Ｂ
．
Ｍ
、
六
八
年
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
、
六
九
・
七
〇
年
の
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ

　
　
ヨ
ナ
ル
．
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
タ
ー
等
の
例
が
み
ら
れ
る
。

　
（
６
）
　
廃
棄
の
内
に
は
完
全
に
と
り
つ
ぶ
さ
れ
る
も
の
と
更
新
さ
れ
る
も
の

　
　
と
が
含
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
（
八
七
八
）

（
７
）
　
ス
タ
ソ
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
、
　
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
、
ア
ル
コ
ア
・

　
ピ
ヅ
ツ
バ
ー
グ
．
プ
レ
ー
ト
・
グ
ラ
ス
、
デ
ュ
ポ
シ
、
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ

　
　
ナ
ル
．
べ
ー
バ
ー
、
グ
ヅ
ド
イ
ヤ
ー
・
タ
イ
ヤ
、
Ｇ
・
Ｅ
，
Ｇ
・
Ｍ
，
１

　
　
．
Ｂ
．
Ｍ
、
ボ
ー
イ
ソ
グ
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
・
タ
バ
コ
、
ク

　
　
ル
ー
エ
ト
・
ピ
ー
バ
デ
ィ
の
一
四
杜
。

（
８
）
　
例
え
ば
六
二
・
三
年
の
活
況
期
に
は
、
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
、
ア

　
ル
コ
ア
、
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
ニ
ァ
ィ
ム
バ
ー
、
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　
　
．
ぺ
－
パ
ー
、
コ
ソ
テ
ィ
ネ
ソ
タ
ル
・
キ
ャ
ソ
、
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル

　
　
．
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
タ
ー
、
Ｇ
・
Ｍ
，
１
・
．
Ｂ
・
Ｍ
、
ボ
ー
イ
ソ
グ
、
マ
ー
チ

　
ソ
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
．
タ
バ
コ
、
ク
ル
ー
エ
ト
・
ピ
ー
バ
デ
イ
の
各
杜
で
廃

　
棄
率
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
る
。

（
９
）
　
「
雰
亭
ｏ
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
部
分
。

（
１
０
）
　
Ｕ
．
Ｓ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
の
他
に
ア
ル
コ
ア
、
ピ
ヅ
ツ
バ
ー
グ
一
ブ
レ

　
ー
ト
．
グ
ラ
ス
、
デ
ュ
ポ
ソ
、
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
・
ぺ
ー
パ
ー
、
イ

　
ソ
タ
ー
ヅ
シ
ヨ
ナ
ル
・
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
タ
タ
ー
の
諸
企
業
と
第
皿
部
門
の
Ｇ

　
．
Ｍ
で
同
じ
よ
う
な
動
き
が
み
ら
れ
る
。

（
１
１
）
　
Ｕ
．
Ｓ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
、
　
ア
ル
コ
ア
、
ピ
ヅ
ツ
バ
ー
グ
．
ブ
レ
ー
ト

　
．
グ
ラ
ス
、
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
ニ
ァ
ィ
ム
バ
ー
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
．
タ

　
イ
ヤ
、
ー
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
・
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
タ
ー
、
　
Ｇ
．
Ｅ
，
　
Ｇ
．

　
Ｍ
、
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
ズ
、
１
・
Ｂ
・
Ｍ
、
シ
モ
ソ
ズ
、
コ
ル
ゲ

　
ー
ト
の
一
二
杜
。

（
１
２
）
　
、
ミ
ネ
ソ
タ
・
マ
イ
ニ
ソ
グ
、
デ
ュ
ポ
ソ
、
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
．

　
べ
ー
バ
ー
、
コ
ダ
ヅ
ク
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
、
バ
ー
リ
ソ
ト
ソ
・
イ
ソ
ダ
ス
ト

　
リ
ー
の
六
杜
。

（
１
３
）
　
ス
タ
ソ
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
、
コ
ソ
テ
ィ
ネ
ソ
タ
ル
・
キ
ャ
ソ
の
二
杜
。



一
ｕ
一
利
潤
率
は
昨
で
蚕
さ
れ
る
。
こ
の
内
、
分
母
の
、
十
”
に

　
つ
い
て
は
、
貸
借
対
照
表
上
で
は
・
は
固
定
資
産
”
＼
。
、
流
動
資
産
”
＼
。

　
と
し
て
、
ま
た
〃
は
流
動
資
産
～
＼
ｏ
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。

（
１
５
）
　
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
イ
ー
ル
、
　
ア
ル
コ
ア
、
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
．
テ
イ

　
ム
バ
ー
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
・
タ
イ
ヤ
、
コ
ソ
テ
イ
ネ
ソ
タ
ル
．
キ
ャ
ソ
、

　
イ
ソ
タ
ー
ナ
ツ
ヨ
ナ
ル
・
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
タ
ー
、
Ｇ
．
Ｅ
，
Ｇ
．
Ｍ
，
１
．

　
Ｂ
．
Ｍ
、
ボ
ー
イ
ソ
グ
、
コ
ダ
ツ
ク
、
シ
モ
ソ
ズ
、
ス
ウ
イ
フ
ト
、
バ
ー

　
リ
ソ
ト
ソ
．
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ー
、
ク
ル
ー
エ
ト
・
ピ
ー
バ
デ
ィ
ー
、
コ
ル

　
ゲ
ー
ト
の
一
六
杜
。

（
１
６
）
　
ミ
ネ
ソ
タ
・
マ
イ
ニ
ソ
グ
、
　
ス
タ
ソ
ダ
ー
ド
．
オ
イ
ル
、
ピ
ツ
ツ
バ

　
ー
グ
．
プ
レ
ー
ト
・
グ
ラ
ス
、
デ
ュ
ポ
ソ
、
イ
ソ
タ
ー
ナ
ッ
ヨ
ナ
ル
．
べ

　
ー
バ
ー
の
五
杜
。

（
１
７
）
固
定
的
費
用
と
ぼ
操
業
度
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
必
要
た
経
費
で
、

　
例
え
ぱ
出
来
高
比
例
法
以
外
の
方
法
で
計
算
さ
れ
た
減
価
償
却
費
、
管
理

　
部
門
の
経
費
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
１
８
）
　
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
、
　
ア
ル
コ
ア
、
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
．
テ
ィ

　
　
ム
バ
ー
、
コ
ソ
テ
ィ
ネ
ソ
タ
ル
・
キ
ャ
ソ
、
イ
ソ
タ
ー
ナ
ツ
ヨ
ナ
ル
．
ハ

　
　
ー
ヴ
ェ
ス
タ
ー
、
Ｇ
・
Ｍ
，
１
・
Ｂ
・
Ｍ
、
ボ
ー
イ
ソ
グ
、
コ
ダ
ッ
ク
、

　
バ
ー
リ
ソ
ト
ソ
・
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ー
の
一
〇
杜
。

（
１
９
）
　
ミ
ネ
ソ
タ
・
マ
イ
ニ
ソ
グ
、
　
ス
タ
ソ
ダ
ー
ド
．
オ
イ
ル
、
ピ
ツ
ツ
バ

　
　
ー
グ
．
プ
レ
ー
ト
・
グ
ラ
ス
、
デ
ュ
ポ
ソ
、
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
．
べ

　
　
ー
バ
ー
、
Ｇ
・
Ｅ
、
ク
ル
ー
エ
ト
・
ピ
ー
バ
デ
ィ
ー
の
七
杜
。

（
２
０
）
グ
ヅ
ド
ィ
ヤ
ー
・
タ
イ
ヤ
、
　
シ
モ
ソ
ズ
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
、
コ
ル
ゲ
ー

　
　
ト
の
四
杜
。

（
２
１
）
　
ス
タ
ソ
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
、
　
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
イ
ー
ル
、
ア
ル
コ
ア
、

　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
・
プ
レ
ー
ト
・
グ
ラ
ス
、
デ
ュ
ポ
ソ
、
ワ
ィ
ヤ
ー
ハ
ウ
ザ

　
ー
ニ
ァ
ィ
ム
バ
ー
、
イ
ソ
タ
ー
ナ
ツ
ヨ
ナ
ル
・
ぺ
ー
バ
ー
、
Ｇ
．
Ｅ
、
シ

　
モ
ソ
ズ
の
九
杜
。

（
２
２
）
　
ミ
ネ
ソ
タ
・
マ
イ
ニ
ソ
グ
、
グ
ツ
ド
イ
ヤ
ー
．
タ
イ
ヤ
、
イ
ソ
タ
ー

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
タ
ー
、
Ｇ
・
Ｍ
、
ニ
ュ
ゾ
ポ
ー
ト
．
ニ
ュ
ー

　
ズ
一
ツ
ヅ
プ
ビ
ル
デ
ィ
ソ
グ
、
１
・
Ｂ
・
Ｍ
、
ボ
ー
イ
ソ
グ
、
ス
ウ
ィ
フ

　
ト
、
ク
ル
ー
エ
ト
・
ピ
ー
バ
デ
ィ
、
コ
ル
ゲ
ー
ト
の
一
〇
杜
。

（
２
３
）
　
コ
ソ
テ
ィ
ネ
ソ
タ
ル
・
キ
峠
ソ
、
　
マ
ー
チ
ソ
、
コ
ダ
ツ
ク
、
レ
イ
ノ

　
ル
ズ
タ
バ
コ
、
バ
ー
リ
ソ
ト
ソ
・
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ー
の
五
杜
。

（
２
４
）
　
投
下
資
本
利
益
率
（
営
業
利
益
／
有
彩
固
定
資
産
）
１
１
売
上
高
利
益
率

　
　
（
営
業
利
益
／
売
上
高
）
×
固
定
資
本
回
転
率
（
売
上
高
／
有
彩
固
定
資

　
産
）

（
２
５
）
　
ミ
ネ
ソ
タ
ブ
イ
ニ
ソ
グ
、
グ
ツ
ド
イ
ヤ
ー
タ
イ
ヤ
、
コ
ソ
テ
ィ
ネ
ソ

　
タ
ル
・
キ
ャ
ソ
、
Ｇ
・
Ｅ
，
Ｇ
・
Ｍ
、
ボ
ー
イ
ソ
グ
、
マ
ー
チ
ソ
、
ス
ウ

　
ィ
フ
ト
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
・
タ
バ
コ
の
九
杜
。

（
２
６
）
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
、
ピ
ツ
ツ
バ
ー
グ
．
プ
レ
ー
ト
．
グ
ラ
ス
、

　
デ
ュ
ポ
ソ
、
イ
ソ
タ
ー
ナ
ツ
ヨ
ナ
ル
・
ぺ
－
バ
ー
、
バ
ー
リ
ソ
ト
ソ
．
イ

　
　
ソ
ダ
ス
ト
リ
ー
の
五
杜
。

（
２
７
）
例
え
ぱ
、
◎
思
宗
§
－
肉
易
雪
葛
団
巨
。
饒
、
宕
買
旨
月
号
、
団
一
．

　
Ｏ
Ｏ
，
窃
Ｏ
０
５
８
冒
０
凹
目
｛
冒
く
易
け
８
０
ま
、
Ｐ
旨
Ｈ
Ｏ
Ｏ
・
＠
ヴ
ィ
ク
タ
ー
．
バ

　
ー
口
『
不
安
定
た
経
済
』
島
弘
訳
、
一
九
七
四
年
、
、
・
・
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

　
六
三
～
六
ぺ
ー
ジ
。

第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
げ
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
形
態
に
つ
い
て
（
田
中
）

九
七
　
（
八
七
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

第
四
節
　
循
環
局
面
の
現
代
的
特
徴

　
前
節
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
古
典
的
な
四
局
面
交
替
の
産
業
循
環

の
法
則
は
今
も
な
お
貫
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
貫

徹
の
具
体
的
彩
態
は
同
じ
で
は
な
い
。
そ
こ
で
産
業
循
環
の
各
局
面
の

現
代
的
特
徴
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
一
、
比
較
的
軽
い
恐
慌
局
面

　
恐
慌
局
面
は
全
体
的
に
軽
く
た
っ
た
。
生
産
の
低
下
率
は
年
問
数
字

で
み
る
か
ぎ
り
、
以
前
よ
り
小
巾
に
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
回
復
が
比

較
的
早
く
、
た
と
え
一
時
的
で
は
あ
れ
急
速
度
で
上
昇
す
る
た
め
、
年

問
ト
ー
タ
ル
で
は
あ
ま
り
低
下
し
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
月
別
指
数

を
み
る
と
低
下
の
巾
は
か
な
り
大
き
い
。

価
格
の
全
面
的
下
落
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
恐
慌
の
破
壊
力
を
弱
め

て
い
る
。
古
典
的
な
恐
慌
が
激
烈
を
き
わ
め
た
の
は
、
生
産
量
の
減
少

に
価
格
の
下
落
が
か
げ
合
さ
っ
た
も
の
と
し
て
企
業
収
益
が
低
下
し
た

た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
で
も
価
格
下
落
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ

た
わ
げ
で
は
な
い
。
独
占
度
の
弱
い
商
品
は
恐
慌
の
た
び
に
価
格
下
落

に
み
ま
わ
れ
る
。
ま
た
価
格
下
落
に
み
ま
わ
れ
な
い
こ
と
が
恐
慌
の
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
（
八
八
○
）

壊
力
を
弱
め
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
な
に
も
独
占
価
格
を
弁
護
す
る
も

の
で
は
な
い
。
独
占
価
格
は
他
方
で
は
中
小
企
業
や
消
費
者
を
苦
し
め

て
い
る
。

　
利
子
率
は
生
産
低
下
の
開
始
直
前
に
ピ
ー
ク
に
た
る
が
、
生
産
の
低

下
が
は
じ
ま
る
と
急
速
に
下
落
し
、
以
前
の
よ
う
に
恐
慌
の
真
最
中
に

利
子
率
が
最
高
に
な
り
、
貨
幣
恐
慌
の
嵐
が
吹
き
す
さ
ぶ
と
い
う
事
態

も
み
ら
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
た
恐
慌
の
彩
態
変
化
の
原
因
に
つ
い
て
は
一
般
に
次
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

う
た
諾
要
因
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ぱ
、
独
占
の
恐
慌
に
耐
え
る

力
の
増
大
（
市
場
支
配
力
、
恐
慌
時
の
高
利
潤
維
持
能
力
、
部
厚
い
内
部
留
保
等
）
、

産
業
構
造
の
変
化
（
製
造
部
門
の
多
様
化
、
非
生
産
的
部
門
の
就
業
人
口
の

増
大
等
）
、
国
家
の
景
気
対
策
（
国
家
の
財
政
支
出
、
信
用
の
緩
和
、
減
税
等
）

等
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
諾
要
因
が
ど
の
よ
う
に
か
ら
み
あ
っ
て
ど
の
よ
う
に
作
用

し
て
い
る
か
、
逆
に
ど
の
よ
う
た
矛
盾
を
生
み
だ
し
て
い
る
か
は
今
後

の
研
究
課
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
国
家
の
財
政
支
出
が
大
き
な
役
割

を
演
じ
て
い
る
こ
と
だ
げ
は
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
た
い
。

　
表
１
６
は
恐
慌
時
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
支
出
項
目
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
四
九
、
五
八
、
七
〇
年
と
も
私
的
投
資
の
減
少
を
政
席
購
入
の
増



加
が
補
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
そ
の
際
み
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
個
人
消
費
支
出
の
安

定
し
た
増
大
で
あ
る
。
こ
の
個
人
消
費
支
出
の
安
定
は
個
人
所
得
の
最

大
の
項
目
で
あ
る
賃
金
・
俸
給
が
相
対
的
に
安
定
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
と
い
っ
て
も
労
働
者
が
恐
慌
の
災
禍
を
ま
ぬ
が
れ
た
こ
と
を
意
味

し
な
い
。
例
え
ば
一
九
五
八
年
恐
慌
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
生
産
部
門

、
の
賃
金
・
俸
給
は
五
七
年
の
一
、
〇
三
八
億
ド
ル
か
ら
九
九
七
億
ド
ル

ヘ
と
四
一
億
ド
ル
、
約
四
％
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
サ
ー
ビ

洲
崇
ｏ
オ
勺
冷
圧
温
田
◎
湯
ま

（
無
育
一
轟
で
マ
）

禽
＞
董
購
糾
匡

洪
昏
贈
蛾

犀
尋
轟
＞

お
舟

娼
嘉

蕎
Ｔ
ｉ
帖
細
、
一
ぷ

ミ
ｏ
ｏ
ｃ
ｏ

お
Ｈ

ｏ
ｏ
仁
ｍ

Ｈ
ｏ
ｏ
嵩

ｃ
ｏ
Ｏ
ｏ
○

ト
０
Ｎ

十
８

－
Ｈ
Ｏ
Ｈ

＋
睾

十
－
．
ｏ

１
畠
．
仁

十
崖
．
仰

岬
。
。
争

翼
嘉

尋
一
葺
一
帖
軸
一
よ

Ｎ
０
ｏ
ｓ

塞
Ｈ

ｏ
ｏ
竃

ｓ
ｃ
ｏ
Ｎ蜆

竃

８
ｍ

十１＋
ｏ
ｏ
ｏ

鵠

べ
Ｏ

十
ド
ｏ
◎

１
崖
」

十
〇
◎
．
Ｈ

雪
廿
ｅ
蒋
壽

壽
Ｔ
ｉ
～
紬
、
よ

ま
蟹

嵩
○
ｃ
ｏ

旨
竃

お
竃

Ｈ
Ｈ
お

ミ
ｏ
ｏ
仁

十
Ｎ
賢

－
雷

十
い
Ｎ
Ｎ

十
閉
．
べ

－
岬
．
仁

十
崖
．
Ｎ

ぎ
舟
弾
嘉

８
舟

仰
べ
畠

Ｈ
ｃ
ｏ
り
ｃ
◎

胃
Ｎ
Ｎ

尋
兎
鞄
一
よ

胃
雪

Ｈ
ｃ
ｏ
害

Ｎ
曽
閉

十
〇
〇
ｓ

１
亀

十
ｃ
ｏ
Ｏ
ｏ

十
９
ｏ
ｏ

ー
ド
ｏ

＋
ｃ
ｏ
．
り

〔
時
〕
・
詳
３
薄
瞭
ｅ
婁
〔
蓼
噂
溝
輝
時
隅
雌
軍
》
鶏
弄
酔
覇
贈
瞭
菅
少
糾
き
ぎ

　
・
犀
轟
、
轟
＞
ｅ
｝
亘
叫
蚕
艶
一
ヰ
ー
匹
×
菅
吟
糾
き
か
。

　
・
彗
童
叶
弾
毒
扉
～
団
Ｇ
魑
辮
営
串
｝
さ
か
ｅ
ｄ
管
菅
斗
汀
。

　
．
Ｏ
ｏ
↓
声
弓
Ｈ
ｏ
つ
弓
－
Ｏ
声
－
ト
ｂ
Ｕ
ｃ
ｏ
↓
宛
声
Ｏ
↓
Ｏ
句
弓
雪
向
ｑ
オ
Ｈ
弓
向
Ｕ
ｏ
り
弓
声
↓
向
ｏ
ｏ
　
－
ｏ
蜆
ｏ
－
ｏ
ド
ｏ
Ｐ
ｏ
Ｐ
べ
－
舟
滝
ｏ

　
Ｏ
『
◎
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
オ
讐
籏
◎
づ
巴
勺
『
◎
ｑ
目
ｏ
け
◎
ｈ
向
メ
Ｏ
¢
づ
ｑ
富
芦
『
ｏ
－
Ｐ
Ｏ
ｑ
『
『
ｏ
目
一
〇
〇
－
５
Ｈ
０
０
片
Ｇ
奇
蕩
ｏ

洲
ミ
串
毒
尋
◎
囲
蛸
◎
津
犀
貴
＞
ｅ
湯
ま

（
探
高
一
轟
で
ｖ
）

禽
＞
ヨ
嶺
謹

吟
辮
ヨ
璃
講

ｇ
舟
（
お
争
弾
嘉
◎
練
聰
）

黍
丁
・
舟

Ｈ
べ
ｏ

Ｈ
崖

Ｈ
ベ
ト

Ｈ
８

遠
　
　
驚

紛
麓
一
訳

１１

岬べ
ー
ド
ｏ
ｏ

ｌ
ｐ
ｏ

８
舟
（
轟
舟
翼
菜
ｅ
裸
贈
）

尋
Ｔ
ｉ
帖
野

薄栄

ｏ
ｏ
ミ

８
Ｈ

ｏ
ｏ
竃

ミ
ｏ
ｏ

十
Ｎ
０

１
Ｎ
０
ｏ

十
ｍ
．
ｏ
ｏ

ｌ
Ｈ
Ｏ
ｏ
．
ｏ

ｏ
。
・
舟
（
雪
肯
ｅ
事
義
ｅ
滞
磯
）

雪
舟

胃
岬

Ｏ
Ｏ
ら

竃
廿

ｏ
ｃ
ｏ
べ

Ｎ
０
◎
べ

遠
　
　
勇

紛
慧
一
“

十
べ
心

－
竈

十
Ｈ
Ｈ
．
べ

１
Ｈ
ｏ
ｏ
．
閉

さ
舟
（
ぎ
舟
鬼
壽
）

票
Ｔ
ｉ
帖
警
鵬

ｏ
ｏ
ｓ

ｏ
ｏ
雪

り
農

ｏ
ｏ
Ｎ
０
ｏ

十
ｃ
ｏ
Ｎ

ｌ
ｏ
ｏ
り

十
ｃ
〇
一
べ

ー
Ｈ
〇
一
〇

〔
時
〕
・
ｏ
ｏ
。
童
”
弾
索
轟
～
画
Ｇ
蝉
搬
菅
串
岬
き
か
ｅ
ｄ
＆
、
ひ
、
斗
汁
。

　
．
０
０
一
「
声
弓
Ｈ
Ｏ
ｏ
弓
Ｈ
Ｏ
＞
－
声
固
ｏ
ｏ
弓
肉
声
Ｏ
↓
Ｏ
向
↓
｝
向
自
２
－
弓
向
Ｕ
Ｏ
ｏ
弓
ト
↓
向
Ｏ
ｏ
　
Ｈ
ｏ
蜆
仁
－
ｏ
ポ
ｏ
ｏ
－
べ
－
辛
薄
ｏ
　
固
亘
ｑ
ｏ
ｑ
ｏ
け
角
ｏ
ｏ
ｏ
｛
〇
一
與
づ
｛
向
メ
ｏ
ｏ
箏
｛
旨
ｑ
『
¢
ｏ
ｏ
◎
叶
一
げ
ｏ
句
ｏ
ｑ
¢
『
～
一
〇
〇
く
¢
『
目
ヨ
ｏ
づ
戸

　
げ
｝
句
旨
ｏ
饒
８
．
汁
Ｇ
寺
爵
。

　
　
第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
げ
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
形
態
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
九
九
　
（
八
八
一
）



　
　
　
　
立
命
館
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済
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巻
．
・
第
五
・
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合
併
号
）

ス
産
業
と
政
府
部
門
の
賃
金
・
俸
給
が
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
億
ド
ル
、
一
三

億
ド
ル
増
加
し
、
生
産
部
門
で
の
低
下
を
補
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
全
体
と
し
て
は
安
定
を
示
す
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
国
家
支
出
の
財
源
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
家
の
歳
入
は
恐
慌
の
翌
年
に
減
少
す
る
。
表
１
７

は
恐
慌
時
の
租
税
収
入
の
項
目
別
変
動
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
個
人
所
得
税
の
増
加
と
企
業
所
得
税
の
減
少
が
み
ら
れ
る
。
ま

た
長
期
的
に
み
て
も
両
者
の
割
合
は
一
九
五
〇
年
の
個
人
所
得
税
六
一

対
企
業
所
得
税
三
九
が
、
七
〇
年
に
は
七
三
対
二
七
に
た
っ
て
い
る
。

い
か
に
独
占
資
本
が
国
家
財
政
を
通
じ
て
国
民
大
衆
に
恐
慌
の
負
担
を

負
わ
せ
て
い
る
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
恐
慌
時
の
国
家
支
出
の
財
源
は
個
人
所
得
税
の
増
加
だ

げ
で
ま
に
あ
う
も
の
で
は
な
い
。
表
１
８
は
国
家
予
算
の
健
全
度
を
示
す

も
の
と
し
て
歳
入
と
歳
出
と
が
比
較
さ
れ
て
い
る
。
恐
慌
の
年
か
ら
翌

年
に
か
け
て
大
き
な
赤
字
予
算
が
組
ま
れ
た
の
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
こ
の
表
は
恐
慌
時
の
他
に
も
朝
鮮
戦
争
時
の
大
巾
な
赤
字
と
六
〇

年
代
の
恒
常
的
た
赤
字
も
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
巾
な
赤
字
財
政
を
中
心
に
し
て
、
国
独
資
の
恐
慌
対

策
は
今
ま
で
の
と
こ
ろ
一
定
の
効
果
を
示
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
は

他
方
で
イ
ソ
フ

レ
ー
シ
ョ
ソ
と

い
う
矛
盾
を
も

た
ら
し
て
お

り
、
今
後
の
恐

慌
時
に
今
ま
で

の
恐
慌
対
策
が

ど
の
程
度
有
効

で
あ
り
う
る
か

は
新
た
な
検
討

が
要
求
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に

今
ま
で
の
と
こ

ろ
で
は
恐
慌
局

面
は
比
較
的
早

く
克
服
さ
れ
、

次
の
彫
面
へ
移

っ
て
い
っ
た
。

一
〇
〇
　
（
八
八
二
）

）
レ

～億

●
　
■

位単（度全健の政財
・
家国

１
８表

度

％
７
ｏ
ｏ
４
２
６
４
２
１

１

全

－

ｉ

－

ｉ

一

一

一

健
、

尻

３
２
４
３
８
２
２
８
６
８
３
２
８
５
３
２

支収

．
．
．
．
む
・
炸

１
年

３
４
５
’
ｏ
７
８
Ｏ
Ｊ
（
）

１

１
１

度

％
６
２
２
４
５
２
５
７

１

全

一

－

・

一

■

健
１

尻

２
’
ｏ
６
８
４
２
９
４

４
１
↓
１
↓

Ｏ
｛
ｎ
６
１
人

ｏ
Ｏ
＾
Ｏ

支

■

一
一

一

■

収
ｉ

年

一
ｂ
’
０
７
‘
８
ｏ
）

（
Ｕ
１
１
２

一
■
Ｏ
ｃ
Ｕ
（
Ｏ
＾
Ｏ

１

１
１

度

％
２
５
５
８
８
６
３
２

２

１

全

一

一

一

－

一

健

１
尻

８
４
８
１
↓
５
０
４
１
８
１
３
３
４
９
３

支

一
一

一
一
一

収
１

年

７
１
８

○
リ
０

１
２
３
４

１

　
　
　
ｏ
　
　
ｏ

　
　
　
版
成

　
　
　
年
作

　
　
　
７
１
り

　
　
　
９
，
よ

　
　
　
６

　
　
　
７
，
ｏ
ｏ

．
　
　
　
６
，
．
ｕ

た
　
　
６
５
ｎ
ｃ

け
　
　
１
，
肋

わ
　
帥
・

号
　
柵
バ

符
　
　
９
５
耐

　
　
　
１
ｍ

は
　
　
Ｓ
ｍ

合
　
　
　
Ｅ
ｅ

場
れ
　
Ｔ
ｗ

い
し
盆
Ｇ

芸
請
洲

諾
篇
脳

の
の
た
Ｎ
ｅ

出
も
し
Ｕ
｛

歳
た
算
肥
砒

Ｌ
計
Ｔ
ｅ
・

篶
航
。
・
阯

差
出
含
丁
汕

の
歳
を
Ｃ
ｅ

と
を
金
Ａ
理

出
」
基
ｍ
Ｅ

歳
尻
託
Ｓ
ｄ

と
支
信
畑
舳

入
収
は
　
　
Ｓ

歳
「
印
肌
軸

は
は
※
Ｃ
ｃ
・

」
」
の
ｍ
賄

尻
度
降
１
Ｓ

支
全
以
丁
鮮

岬
聰
７
年
鴛

　
　
６
Ｓ
Ｂ

〕注



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
時
期
に
は
再
生
産
過
程
の
内
に
本
格
的
な
上
昇
力
の
な
い
こ
と
を

　
　
　
二
、
も
ち
あ
げ
ら
れ
た
．
不
安
定
な
不
況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
２
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
語
っ
て
い
る
。

　
筆
者
は
循
環
局
面
の
年
代
区
分
に
際
し
て
、
不
況
局
面
と
し
て
二
～

三
年
を
あ
て
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
不
況
局
面
は
古
典
的
た
不
況
と
は
　
　
　
こ
の
よ
う
な
停
滞
が
た
ぜ
比
較
的
高
水
準
に
生
産
が
回
復
し
た
後
に

大
変
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。
え
し
て
こ
の
局
面
の
現
代
的
特
徴
を
理
　
　
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
に
対
し
て
は
恐
慌
か
ら
の
急
速
な
立

解
す
る
こ
と
が
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
・
な
ぜ
な
ら
第
一
節
で
検
討
し
　
　
直
り
の
説
明
を
思
い
う
か
べ
て
頂
き
た
い
。
表
１
８
は
恐
慌
翌
年
（
一
九

た
よ
う
に
十
分
な
内
容
的
検
討
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
「
不
況
の
短
縮
」
　
　
五
〇
、
五
九
年
）
の
大
巾
な
財
政
赤
字
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
恐
慌
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
く
克
服
さ
れ
る
一
因
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
し
か
し
こ
の
よ

が
語
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。

　
古
典
的
た
不
況
と
の
外
見
上
の
ち
が
い
は
、
古
典
的
な
不
況
で
は
生
　
　
う
た
赤
字
財
政
は
長
く
続
く
も
の
で
は
な
い
。
五
一
、
六
〇
年
に
は
財

産
高
が
恐
慌
の
最
低
点
か
ら
そ
の
ま
ま
横
ぱ
い
状
態
を
示
し
た
の
に
対
　
　
政
は
黒
字
基
調
に
引
き
も
ど
さ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
停
滞
色
が
強
く
で

し
、
現
代
の
不
況
で
は
す
ぐ
に
前
循
環
の
最
高
点
を
し
の
ぐ
ほ
ど
ま
で
　
　
て
く
る
。
財
政
支
出
を
中
心
に
い
わ
ぱ
人
為
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
恐

に
１
回
復
を
み
せ
た
後
、
の
び
な
や
み
状
態
が
続
く
。
価
格
は
下
ら
な
い
。
　
慌
か
ら
の
急
速
な
回
復
は
、
再
生
産
過
程
自
体
が
上
昇
力
を
も
た
な
い

利
子
率
も
急
速
に
上
昇
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ゆ
え
に
、
そ
の
財
源
の
隈
界
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
も
の
で
し
か
あ

　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
回
復
も
そ
の
ま
ま
一
直
線
に
繁
栄
局
面
へ
と
っ
　
　
り
え
な
い
。

な
が
ら
な
い
。
生
産
に
の
び
な
や
み
状
態
が
続
く
。
固
定
資
本
投
資
は
　
　
　
赤
字
財
政
に
よ
る
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
と
大
衆
課
税
は
他
方
で
国
民

合
理
化
の
た
め
の
更
新
投
資
が
中
心
で
拡
張
投
資
の
比
重
は
低
い
。
固
　
　
の
消
費
需
要
を
制
限
す
る
。
表
１
９
は
不
況
過
程
に
お
げ
る
個
人
消
費
支

定
資
本
は
平
均
年
令
が
比
較
的
若
く
減
価
償
却
が
進
む
。
生
産
能
力
に
　
　
出
の
停
滞
・
減
少
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
年
率
に
換
算
し
た
四

く
ら
べ
て
需
要
は
相
対
的
に
弱
い
。
操
業
度
も
低
く
、
固
定
資
本
の
回
　
　
半
期
別
の
数
字
で
あ
る
が
、
と
り
わ
げ
耐
久
消
費
財
支
出
の
減
退
が
大

転
状
況
も
低
く
停
滞
す
る
。
利
潤
率
も
低
い
ま
ま
停
滞
が
続
く
。
こ
れ
　
　
き
く
、
五
一
年
第
２
四
半
期
か
ら
五
二
年
第
３
四
半
期
ま
で
、
六
〇
年

ら
に
っ
い
て
は
第
三
節
で
指
標
を
あ
げ
た
。
結
局
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
　
　
第
４
四
半
期
か
ら
六
一
年
第
２
四
半
期
ま
で
の
期
間
は
大
き
く
減
退
し

　
　
　
　
第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
け
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
形
態
に
っ
い
て
（
田
中
）
　
　
一
〇
一
　
（
八
八
三
）
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０
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８

７

７
５
４

６

４
（
ｏ
Ｆ
ｏ

６

年

皿
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７
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２
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２
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Ｆ
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２
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２
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０
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９
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Ｎ
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Ｆ
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５
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Ｒ
２
５

Ｈ
Ｕ
９
　
．

Ｔ
Ｓ
１
成

Ｆ
Ｅ
１
ｙ
作

Ｏ
Ｈ
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Ｔ
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９
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皿
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Ｕ
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０
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皿
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Ｒ
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ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
ｍ
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ｎ

Ｎ
　
　
ｓ
Ａ

Ａ
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ｔ

　
ｅ
Ｇ
ａ

Ｅ
削

Ｍ
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１
．

Ｏ
Ｔ
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１
ｅ
ｙ

Ｌ
１
ｓ
北
ｄ

Ａ
州
丁
蛇

・
。
計
の
雌

”
５
９
Ｑ

岨
儂
記

Ｅ
益
岬

Ｈ
９
２
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ｄ
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一
〇
二
　
（
八
八
四
）

て
い
る
。
個
人
消
費
支
出
が
相
対
的
に
安
定
し
て
い
る
と
は
い
え
、
こ

の
よ
う
に
耐
久
消
費
財
へ
の
支
出
の
変
動
は
大
き
く
、
自
動
車
産
業
に

は
大
き
た
影
響
を
与
え
る
。
し
か
も
ア
メ
リ
カ
で
は
自
動
車
産
業
が
し

め
る
比
重
は
大
き
く
、
そ
の
影
響
は
自
動
車
産
業
だ
げ
に
と
ど
ま
ら
な

い
。

　
再
生
産
過
程
自
体
が
本
格
的
上
昇
力
を
も
た
ず
、
人
為
的
引
き
上
げ

も
限
界
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
は
し
ぱ
し
ぱ
景
気
後
退
が
生

じ
う
る
。
こ
の
よ
う
た
後
退
は
五
一
・
二
年
の
第
－
部
門
、
六
一
年
の

ほ
ぼ
全
部
門
に
み
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
一
時
的
後
退
を
と
も
た
っ
た

恐
慌
か
ら
の
不
安
定
な
回
復
こ
そ
不
況
局
面
の
現
代
的
特
徴
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

　
　
　
三
、
古
典
的
な
活
況
と
繁
栄
局
面

　
活
況
と
繁
栄
局
面
は
古
典
的
形
態
と
同
じ
特
徴
を
示
す
。

　
活
況
局
面
で
は
す
べ
、
て
の
指
標
が
好
転
を
示
す
。
固
定
資
本
の
減
価

償
却
は
進
み
、
高
水
準
の
更
新
が
行
わ
れ
る
。
市
場
に
お
げ
る
需
要
も

強
く
な
り
、
操
業
度
は
上
り
、
固
定
資
本
の
回
転
も
早
く
た
る
。
利
潤

率
も
上
昇
傾
向
が
続
く
。

　
現
代
の
活
況
の
背
後
に
は
赤
字
財
政
が
ひ
か
え
て
い
る
。
五
三
年
は

五
〇
年
代
循
環
の
内
で
最
大
の
赤
字
の
年
で
あ
る
。
五
四
年
の
財
政
支



出
削
減
は
た
ち
ま
ち
景
気
後
退
を
引
き
お
こ
し
た
。
六
二
～
四
年
は
恒
　
　
り
え
な
い
。
第
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

常
的
な
赤
字
財
政
が
組
ま
れ
た
。
慢
性
的
な
過
剰
生
産
能
力
を
か
か
え
一
　
二
次
大
戦
後
の
　
億

た
ま
ま
で
は
膨
大
な
財
政
支
出
の
基
礎
上
で
の
み
上
昇
が
可
能
と
な
る
。
　
全
般
的
危
機
の
　
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単

　
繁
栄
局
面
は
そ
の
背
後
で
矛
盾
が
累
積
さ
れ
る
。
上
昇
の
力
は
繁
栄
　
　
い
っ
そ
う
の
深
　
（

初
期
に
転
換
点
を
迎
え
、
以
後
は
潜
在
的
下
降
に
移
る
。
固
定
資
本
は
　
　
ま
り
は
、
第
一

新
設
備
が
大
量
に
据
え
っ
げ
ら
れ
た
結
果
、
全
体
的
に
ー
平
均
年
令
は
若
　
　
に
、
恒
常
的
な

が
え
る
。
操
業
度
は
じ
り
じ
り
と
下
り
、
固
定
資
本
の
回
転
状
況
も
悪
　
　
経
済
軍
事
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

化
す
る
。
利
潤
率
在
下
し
、
最
後
に
は
絶
対
額
で
も
頭
打
ち
を
示
し
走
ら
し
、
第
変

恐
慌
へ
と
突
入
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
に
、
時
と
し
　
の

　
繁
栄
局
面
で
は
赤
字
財
政
の
役
割
は
減
少
す
る
。
五
六
．
七
年
は
黒
　
　
て
熱
い
戦
争
と
　
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防

宇
六
五
．
六
年
は
赤
字
で
は
あ
る
が
、
そ
の
巾
は
小
さ
く
な
つ
て
い
　
た
一
て
現
れ
、
国

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
に
、
政
治
刎

　
国
独
資
は
恐
慌
を
な
く
さ
な
い
。
恐
慌
を
な
く
す
た
め
に
は
繁
栄
局
　
　
．
経
済
上
の
激
　
表

面
の
無
政
府
的
な
生
産
拡
大
を
統
制
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
　
　
動
と
た
っ
て
現

そ
れ
は
不
可
能
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
国
独
資
の
景
気
対
策
と
い
え
ど
も
　
　
れ
る
。
こ
れ
ら

独
占
資
本
の
利
益
と
「
営
業
の
自
由
一
を
犯
す
お
そ
れ
の
あ
る
施
策
は
　
の
政
治
．
軍
事

と
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
経
済
上
の
で

　
　
　
四
、
全
般
的
危
機
の
影
響
の
増
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ご
と
は
直
接

　
第
二
次
大
戦
後
の
産
業
循
環
は
全
般
的
危
機
の
影
響
を
ぬ
き
に
は
語
　
　
的
に
は
産
業
循

　
　
　
　
第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
け
る
産
業
循
環
の
法
則
と
各
局
面
の
形
態
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
一
〇
三

ヒ
一
％

上

２
７
４
１
８
９
９
２

讐
、
丁
立
ぴ
４

対
、

ヨ

費

８
２
２
７
１
５
２
３

防

２
・
４
．
０
・
７
．
０
・
０
・
１
０
５
５
５
５
７
８
８
８

国

※
※
※
※

、
年
６
３
６
４
６
５
６
６
６
７
６
８
６
９
７
０

９
１

■
■
　
　
■
ｉ

－
－
！
－
　
　
　
　
　
　
■
　
　
－
　
　
－
－
　
　
－
－
－
－
－
　
－
－
’
－
，
，
－
－
－
　
　
　
；
１
－
，
－
－
１
－
ｉ
　
　
　
　
１
！
１

ヒ
％

上

４
０
５
０
２
７
１
６

年
３
．

６
・
２
・
５
・
Ｌ
４
７

前
一
対

・

、

，

　
６
６
３
１
４
６
５
１
費
．
　
０
０
３
４
６
５
７
１
防
　
４
４
４
４
４
４
４
５

因

、
　
　
　
　
　
　
１

■
１
■

年
５
５
５
６
５
７
５
８
５
９
６
０
６
１
６
２

９
１

、
　
　
　
　
　
　
　
１
斗
　
　
　
　
　
１

１
ヨ
十
’

１

，

ヒ
％

上

９
９
５
８
５
１
５
９

サ
皿
ぴ
凡
肌
払
一

、

■
１
、

費

４
７
９
０
３
０
４
９

防

４
．
１
・
Ｚ
３
一
２
．
４
０
６

１
１
１
１
２
４
５
４

国

、
年
４
７
４
８
４
９
５
０
５
１
５
２
５
３
５
４

９
１

（
八
八
五
）

防
あ

国
で
　
版

の
比
　
年
。

年
対
　
７
１
成

６
６
の
　
９
・
作

は
と
　
　
６
り

比
ル
　
７
，
よ

　
　
　
６

年
ド
　
　
，
ｎ

前
億
　
６
５
血

対
５
　
１
・
ｎ
・

の
弧
　
｛
趾

度
汁
　
９

７
年
一
蛎
　
“
吋

　
　
　
４

パ
北
　
蛎
血

尚
打
一
舳

乱
加
跳
ｍ

れ
陸
鴛

ま
～
　
Ｔ
Ｇ

曽
饒

分
帆
。
鴛

鵠
ｍ
舳

切
支
斯

か
帥
・
眺

蟻
賦

に
刎
農

内
年
　
跳
柵

鴉
・
Ｍ

紙
火
肌
城

の
～
　
１
Ｃ
ｃ
ｅ

撚
膿

７
年
肌
Ａ
鴫

省
壽
趾

剖〔



じ

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

環
の
運
動
法
則
と
は
別
の
原
理
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
産
業

循
環
の
ど
の
局
面
で
で
も
生
じ
う
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
そ
し
て

い
っ
た
ん
こ
れ
ら
の
事
態
が
発
生
す
れ
ぽ
逆
に
産
業
循
環
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
に
循
環
の
一
般
的
形
態
を
ゆ
が
め

る
か
は
、
そ
の
事
件
の
大
き
さ
と
、
そ
の
国
の
事
件
と
の
か
か
わ
り
い

か
ん
に
よ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
産
業
循
環
に
影
響
を
及
ぽ
し
た
こ
の
種
の
で
き
ご
と
と

し
て
朝
鮮
戦
争
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
あ
げ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
表
２
０
は
国

防
支
出
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
五
一
～
三
年
、
六
六
～
八

年
の
国
防
支
出
が
い
か
に
老
大
な
も
の
で
あ
る
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
七
三
年
の
「
石
油
危
機
」
も
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
。

　
こ
の
種
の
で
き
ご
と
は
何
も
第
二
次
大
戦
後
に
は
じ
ま
っ
た
も
の
で

は
な
い
。
例
え
ば
一
八
六
一
年
に
は
じ
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
南
北
戦
争

の
影
響
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
綿
花
飢
饅
で
は
、
ホ
フ
マ
ソ
の
工
業
生
産

　
（
３
）

指
数
に
よ
れ
ぱ
、
工
業
全
体
で
七
・
六
％
、
綿
工
業
で
は
五
九
・
五
％

の
生
産
低
下
が
生
じ
、
文
字
通
り
恐
慌
的
混
乱
が
み
ら
れ
た
。
現
在
で

は
こ
れ
に
類
似
の
事
件
は
よ
り
起
り
や
す
く
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
応

じ
て
産
業
循
環
も
一
定
の
影
響
を
う
け
つ
つ
も
、
基
本
的
な
法
則
は
貫

い
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
（
八
八
六
）

（
１
）
　
例
え
ぱ
、
世
界
経
済
と
国
際
関
係
研
究
所
編
、
国
際
関
係
研
究
所
訳

　
『
現
代
独
占
資
本
主
義
の
政
治
経
済
学
（
上
）
』
、
　
デ
九
七
二
年
、
東
京
、

　
三
九
一
～
四
一
一
べ
ー
ジ
参
照
。

（
２
）
　
菰
淵
正
晃
氏
も
同
じ
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
菰
淵
正
晃
『
戦

　
後
ア
メ
リ
カ
景
気
循
環
史
研
究
』
、
　
一
九
六
九
年
、
法
政
大
学
出
版
局
、

　
六
五
一
～
六
五
三
ぺ
ー
ジ
参
照
。

（
３
）
　
～
く
＞
－
弓
｝
内
宛
〇
一
目
Ｏ
句
句
睾
声
考
岩
　
、
団
宛
Ｈ
弓
昂
｝
Ｈ
老
］
Ｕ
Ｏ
ｏ
ｏ
弓
射
■

　
Ｈ
べ
○
ｏ
～
Ｈ
り
ｍ
◎
、
Ｏ
糸
句
Ｏ
射
Ｕ
Ｈ
０
蜆
９
　
弓
四
げ
－
ｏ
岬
卜




